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心 の 糧

十二使徒評議員会補助

バ ー ナ ー ド・Ｐ・ブ ロ ッ ク バ ン ク

Ａ 日，全世界 いた るところに， また数多 くの主 の子供 たちの中に，霊 の暗黒 が
７ 見 られ

る。

・ｉ神 に対す る不敬，イ エス ・キ リス トお よびその福音 と戒めの無視 ， 自己 と隣人 を

尊重 しな い心，結婚 と家庭 に対す る誤 った考え，聖典 の無視 これ らが今 ，我 々の

世 の中 に大 き く広が りつつ ある。

多 くの者 は神を愛す るよ りも自己 と快楽 とを愛 し， また創 造主 を愛 す るよ りも，

神 によ り造 られた ものを愛 してい る。また アル コール，タバ コ，刺 激物，麻酔薬 な

神が欲望を抑制せず，逆に欲望が人間の頭脳と精神とを支配 しているのである。従

って愛が情欲 と化することが多い。愛は神か らのものであり，情欲はサタンからの

ものである。

多 くの人々，特に若人は現在および未来の世の中に関心を抱 き，問いを投げかけ

る。私はよくこう聞かれる。 「現在と未来が提供 して くれるものは何だろうか。」

若人たちよ，あなたの神，あなたの救い主が死すべき人間にこれまで与えたもう

たものは，すべて今日のあなたにとって有用なものである。
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今 月 の 表 紙

今 月 の 表 紙 は 英 国 か らの もの で あ る。

表 は ， 英 国 の マ ンチ ェス ター 近 くの バ ラ

園 を 北 英 ス コ ッ トラ ン ド地 区 の 十 二 使徒

地 区 代 表 で あ るデ リク ・Ａ ・カ ス バ ー ト

長 老 と共 に歩 く， 末 日聖徒 イエ ス ・キ リ

ス ト教 会 の ９５歳 の 予 言 者 ， 聖 見者 ， 啓示

を受 け る者 ， ジ ョセ ブ ・フ ィー ル デ ィ ン

グ ・ス ミス大 管 長 。

裏 は ， も う １人 の 大 管 長 一 ウ ィル フ

ォー ド ・ウ ッ ドラ フ を しの ば せ る もの で

あ る。 ヘ レ フ ォー ド支 部 の ３人 の 子 供 ，．

トル ー デ ィー ・ワ イ ズ マ ン， シ ンデ ィー

・ワ イ ズ マ ン， それ に ク リフ ォー ド ・グ

リー ンハ ウス が い る の は ， ヘ レフ ォー ド

シ ャー の ジ ョ ン ・ベ ンボー 農 場 の小 川 の

ほ と り。 １８４０年 ， 当 時十 二 使 徒 で あ っ た

ウ ィル フ ォー ド ・ウ ッ ドラ フは ， こ こで

６００ 数 人 の人 々 に バ プ テ ス マ を施 した。

（写 真 ：．ドイル ・Ｌ ・グ ．リー ン）

「あなたが改宗 した時」

マ ンチ ェスタ ー コンフ ァレンス
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英国の聖徒たちへ

開 会 の 辞

大 管長 ジ ョセ ブ 。フ ィー ル デ ィ ン グ ・ス ミス

このメッセージは，英国マンチェスターで開かれた地区総大会にお

いて，８月２７日 （金）の午後の集会で話されたものである。

愛す る兄弟姉妹，私 は英国 の教会員に あい さつを送

る ことを ことのほか感謝 し，愛 と友情 と一 致の気持を

も って これを述べ るもので ある。 あなた方 にこの英国

全土 において最 も選 び抜かれ，祝福 され，愛 されてい

る人 々である。 なぜ な ら，末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト

教会 に属 し，生涯 キ リス トを愛 しキ リス トに仕え ると

い う誓約 をキ リス トのみ名 によ りその身に受 け，天父

の王国 における永遠 の生命 へ と通 じる道 の上にい るか

らである。

教会 が これ までに成長 し，総大会を各 国で開催す る

必要 が生 じた こ とは，私に と って も兄 弟た ちに とって

も喜 ば しきことで ある。 この神権時代の初期に多 くの

信仰厚 き聖徒 たちを アメ リカへ送 ったその源 で あるイ

ギ リスを除 いて， この新 しい進展の開始 を飾 るにふ さ

わ しい国 が他 にあるだろうか。

あなた方 は， ジ ョセブ ・ス ミスを除 くあらゆ る歴代

大管長 が， この偉大 なる地で伝道 の業を行 な った 乙と

を御存知 のことと思 う。私 も７０年余 り前 に若 い宣教師

と して この地で働 き，．その時以来 ，教会 において も世

の中 において も，数多 くの大 きな出来事 が起 こった。

こ こマンチェスター にお ける’ごの大 会の開催 もその １

つで ある。

我 々が属 してい るの は世 界の教 会であ り，生命 と救

いの計 画を有 す る教 会であ り，地上 にい るすべ ての子

供 た ちに救 いの メッセージを もた らすた めに， この末

日に主 御 自身の手 によ り設立 され た教会 なので ある。

学識 ある人 々が，．我 々をアメ リカの ロッキー山脈 に

住 む奇妙 な集 団 と考 えた時 か ら長 い期間 が過 ぎた。教

会の本部 が ソル トレー ク市 にあ り， そこに主の家が建

立 され， 多 くの国々か ら人 々が主 の律法を学び，主の

道 を歩 むために訪れ る。
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しか し，今や我 々は，１つの教会，１つの民 として数

え られ る時代 に至 った。我 々は成 長 し，強 さを増 し，主

よ り予言者 ジ ョセブ ・ス ミスを通 して与え られ た， あ

らゆ る民族 とあらゆ る人 々への救 いで あるよ きお とず

れ を伝え る任 務を遂行 し得 るまでにな ったのであ る。

また，人の子の再 降臨の前 に， あ らゆ る国 々におい

て福音を宣べ伝え るのみな らず，我 々は人 々の中に改

宗者を立て，聖徒の集会を持つであろ う。

予言者 ニーフ ァイは我 々の時代を示現 で見 た。彼 は

人 々の中に大い なる邪悪 と憎むべ きものを見 た。 そ し

て悪 の力 が 「全世界を支配 して，あ らゆ る国民， あ ら

ゆ る血族， あ らゆ る国語の民， あらゆ る人 々の中に権

力 をふ る って いる」のを見た。

彼 はまた 「神 の子羊 の教会」を見 たが 「この教 会に

属 して いる者の数 は」 他 と比較 して 「少 なか った 。」

しか し， 「神 の聖徒 らで ある子羊の教会 もまた全世界

の上 にある」のを見た。彼 らは地球 の あ らゆ る国 々に

いたので あ る。

故 に，我 々の教会 は世界の教会で あ り， これか らも

そ うなるで あろう。 それが我 々の定 めで ある。主 の御

計画で ある。 「主の誓約を受 け」 た民 は， 「世界 の各

所 にち りぢ りとな った」。 あらゆ る国 々に出向 き， こ

れ らの選 ばれた人 々を教会 に集め，彼 らに順い主 の知

識 を授 け，彼 らを主の王国の救いを受 け継 ぐ者 とす る

のは我 々に与 え られ た任務で ある。

．従 って， この教会 は単 にアメ リカの教会で はない。

カナダにあ って は カナダの教会で あ り， オース トラ リ

アにあ ってはオース トラ リアの教会で あ り， また英国

にあ っては英 国の教会 であ る。 まさに世界 の教会で あ

り，福音 は全人類 のための ものである。

そ こにおいて， 「主 は一 つ，信仰 は一つ，バ プテス

５０

マは一つ，すべ ての ものの父 な る神 は一つ である。」そ

してそ こに存在す る唯一真 の教会 は，末 日聖徒 イエス

・キ リス ト教会 であ り，主 が 「全地 における唯一 真 の

生 け る教 会」 と言 われ たその教会で ある。

福音 それ 自体 は どこの国で も同 じである。救い の計

画 は １つ であ る。人 が 日の栄 の王 国に住む ための道 は

１ つ しかない。 この世 を捨 て，主 イエス ・キ リス トを

信 じ，バ プテスマの門を くぐって神 の王 国に入 り，聖

霊 の賜 を受 けて，主 の戒 めを守 ることであ る。

我 々は，あ らゆ る宗 派に属す る天 父の他の子供 を尊

重 す る。我 々は彼 らに対 して，啓示 によ りもた らされ

た光 と知識 に浴 し，我 々と共 に回復 された福音 の偉大

な る祝福を享受す る者 とな ることを見 る以外 に何 も望

む こ とはな い。

しか し我 々には救いの計 画があ る。我 々は福音 をふ

み行 なう。 そ して この福音 は世 の唯一 の希望 であ り，

あ らゆ る国 々にあ る悪 を正 し，地 に平和を もた らす道

とな るので ある。

さて， この ように全世界にわた る教会の会員 とな っ

たこ とは，各国の聖徒た ちに よ り大 きな責任 が課 せ ら



れた とい うことであ る。

ジ ョセ ブ ・ス ミス は，多数 の異 な った人 々を末 日聖

徒 と して，いか に治めてい るのか と問われ て， 「私 は

入 々に正 しい原則を教 え，人 々は自らを治め るのであ

る。」と答 えた。

これ は教会 において働 く際 の鉄則で ある。我 々は，

会 員が どこにあ って も正 しい原則を学び， 自 ら治 める

ことを期待す る。す べての国の聖徒 が福音 の完 き祝福

を受 け， その国にあ って霊 の指導者 として立２ のを見

たい もので ある。

英国の聖徒は， あらゆ る祝福 とみたまの賜 を受 け る

権利が与え られてお り，それは聖徒 が受 け るにふ さわ

しい資格を持つか否かにかか ってい る。備 え るな らば

主 は この忠実 な聖徒た ちか らいかな る善 きことを も決

して差 しひかえた まわない。

我 々は，教会 が この地 において成 長 し，繁栄す るこ

とを望む もので あ る。 あなた方 はすで に主に献堂 され

た神 殿を有 し，昇栄へ とつ なが る儀式や祝福を受 ける

ことがで き憂。

我 々は， この国のあ らゆ るところにシオ ンのステー

キ部 が建 て られ る日を見たい と思 う。 そうす るために

は，英 国の人 々が， ワー ド部 やステーキ部 において奉

仕す るにふ さわ しい者 とな らなけれ ばな らない。地球

の この恵 まれ た風土 に住む数 多 くの天父 の子供た ちの

中に あって，伝道 の業 は， あなた方 自身 の国 の人 々に

よ り大 々的に行 なわれ るであろ う。

我 々は， この地にお ける教 会の大 いなる未来 を見 る

ことがで きる。 またあ らゆ る英 国の聖徒 たちが， 自ら

の義務を果た し，王国におけ るよ り多 く．の働 きをす る

た めの資格を身 につ け，救いに必要 なあ らゆ る働 きを

なす ことを望む こ とがで きる。全世 界の全聖徒 が最 も

必要 とす る ところは，戒 めを守 り， それに よって聖霊

と共 に生 きる ことである。 この過程をた どることによ

り，全世界 の聖徒 は １つ とな り，主 は我 々の働 きをお

喜 びにな り， み業 はいたる ところで花開 くことで あろ

う。

さて私 はあなた方 に，否全世界 の人 々に知 って も ら

いたい。我 々の従事 してい るこの業 は真実 である。私

はその真 実性 と神聖 さに対 して，確 かな知識 を持 って

い る。 これは主 のみ業 であ る。 この中には主 のみ手 が

ある。主は この教会の頭であ る。主 は祝福 として永遠

の福嵜を回復され，信 じて律法に従 うすべての人に利

益を もた らした もうので ある。

私 は， この時代 に主が語 られた ことを証 す る。主 の

メ ッセージは，希望 と喜び と救いの メ ッセ ー ジ で あ

る。私 はあなた方 に約束す る。主の光の内に歩 み， 自

己に真実 であ り，戒 めを守 るな らば， この世におけ る

平和 と喜 び，来た るべ き世 における永遠の生命 はあな

た方 の もの となるであろ う。

イエス ・キ リス トのみ名 によ り申 し上げ る。

アーメン
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このメッセージは，地区総大会において ９月２９日 （日）の午後の集

会で話されたものである。

閉 会 の 辞

愛する兄弟姉妹の皆さん。

このすば らしい，記念すべ き大 会一 英 国の地 にお

ける総大会 も終わ りに近 づいた。私 は， これ が他 の国

々において開かれ るで あろ う大会 のひな形 となる こと

を希望 してい る。

我 々は主を待 ち望 み，みた まと真理 とにおいて主を

礼拝 し，主の徳 とみた まを分 ち合 うために集 ま った。

そ して，我 々は失望 す ることはなか った。主 は我 々を

大い に祝福 した まい，主 のみたまはあふれ んばか りに

注 ぎ込 まれた。証が述 べ られ，勧告 が与 え られ，教義

が説かれた。 これ らはすべてみたまを啓発す る善 きも

ので あ った。そ してそれ らが この教会 の頭 である主 に

．よ り良 しとされた ことを信 じて疑 わない。

述 べ られたすべての ζとに対 して，私 は今証 と祝福

とをつ け加えたい。教会は この英 国において，今 まで

よ りもは るかに大 きな割合 いで進歩す るであろう。

ブ リガ ム ・ヤ ング， ヒーバ ー ・Ｃ ・キ ンボール， ウ

ィル フォー ド・ウッ ドラフ，そ してみた まの声 によ り

この地に送 られた他 の使徒 や宣教師 の時代 に，魂 の豊

かな収穫 が この国に もた らされ た。 これ らの選ばれた

人 々は，アメ リカの聖徒 たち と共 に集合 し，信仰の力

と指導 力の源泉 とな ったのである。

しか しなが ら今 日，教会 は進歩 と拡大 の新 しい時代

に移行 してい る。我 々は今，福音 を地の果てに まで も

た らし，すべての国民，す べて の人 々の中に王国を確

立す ることを求 めてい る。 そ して それ は，我 々のみ業

５２

を遂行す る力にかか ってい る。

い くつかの シオ ンのステーキ部，主 に献堂 された神

殿，数え切 れない ワー ド部 およびステーキ部の建物，

効果的な伝道 活動， これ らはすべて，教会 が英国 にお

いて全 盛の時 代を迎 え，地上 の最 も善 き人 々の 中にあ

って， この地 に確立 され， 強め られてい る ことを証 明

す るものであ る。

我 々は， この国のいたる ところにあ って，福音 が一

大 変化を もた らす清 い力 となるまで にこの成長が継続

す るのを見 たい と思 って いる。福音 は全 人類 のための

ものであ り，教会 はいたると ころに， あらゆ る民族の

中に，地 の果 てまで も確立 されてい くことだろ う。 そ



して， それは人 の子 の再臨以前 になされ るので ある。

ここにおいて， あなた方 自身 の中に王国を確立す る

のはあなた方 の責任 である。末 日聖徒は， どこに あろ

う とも世 の光 とな らなければ な らない。福音 は暗闇か

らもれ る一 筋の光で あ り，福音 の光 を受 けるすべての

人 々は， 自らの接触す る人 々の人生に とって光 とな り

導 きとな るので ある。

ここ英 国にあ って， あなた方 の責任 は，み業 が真実

であ り神聖 な ものであ ることの証 し人 となる ことで あ

る。我 々は，あなた方 が福音 に生 き，自らの救いを完 う

し， あなた方 のす ば らしい働 きを目の あた りに した他

の人 々が天父 の栄光 に導かれ る』よう望 む もので ある。

この大 会を閉 じるにあた り， もう １度証す る。我 々

が従事す るこの業 は真実 である。 これ は主 の業で あ り

滅 ぼ され ることがない。主 はイス ラエル の民 を教会 に

集 めるた めにそのみ手 を再び起 こした もうた。今や あ

らゆ る国 々か ら聖徒が群れをな して起 こされ る時であ

る。

主のみ業 は止 まることがない。 障害 を乗 り越 え るこ

とに困難を感 じることもあったであろ う し， これか ら

もそうだ ろう。 しか し，主 のみ業 は勝利 を もた らし，

主の 目的は貫 かれ る。真理 は常 に終 わ りまで曲げ られ

ることはな く， このみ業 は真実 なのである。

このみ業 に対す る， また祖父 の弟で あるジ ョセブ ・

ス ミスそ して，祖父 であ り，大祝福師で あ ったハ イラ

ム ・ス ミスの使命 に対す る私の感謝 は測 りしれない も

のである。彼 らは我 々が今確立 しよ うと してい る教会

の基礎 を築いた。

私 は神が生 きた もうこと， イエ スがキ リス トである

こ と， これが主の教 会，末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教

会で あ り， この地 上におけ る神 の王 国であ り， この地

上の人生 におけ る平安 を得，来 たるべ き世 における永

遠の栄光 への望 みを得 るために来 なけれ ばな らないと

ころであ ることを知 っている。私 は約束す る。主 は心

か ら祈 り求 め，戒 めを守 る時 に， １人 にも多 くの人に

も祝福を与 え られ る。 そ して，私 はあなた方 の教会に

対す る献身を祝福 し，主が天の窓を開 き，あふ るるば

か りの祝福を あなた方の上に注 ぎた もうことを祈 るも

ので ある。

イエ ス ・キ リス トのみ名によ り申 し上げる。

アーメ ン
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英国への伝道を

顧みて

十二使徒評議員会会員

ビュー ・Ｂ ・ブ ラ ウ ン長 老

国と英国の島々に住む人々とが
英
私 の心に特 別な位置 を今 も占め

てい るのはは っき りした理 由あ っての

ことであ る。 １９０４年 に若年 の宣教師 と

して始 まった英 国での経験 は，私 に力

と証 を与 えて きた ので ある。

教会の統一機関誌の求め によ り，い

くつかの経験をみな さまにお伝 えで き

ることは私 の喜びであ る。

１９０４年，私 は伝道 のためにイギ リス

へ渡 った。当時 ヨー ロッパ伝道部 を管

理 してお られた ヒーバー ・Ｊ ・グ ラン

ト部長 は私 を ノー ウ ィッチに 派 遣 し

た。 ノーウ ィッチに到着 した私 は，地

方部長 によ りケンブ リッジ に 送 られ

た。部長 は 「ドウンズ長老 （４５才で あ

り，私 は２１才で あった） とい っしょに

行 って ほ しい。 ドウンズ長老はあなた

をケ ンブ リッジに連 れて行 った翌 朝，

伝道 を終 えて そ こか らフランスへ 出立

します。 ケンブ リッジか ら１２０マ・イル

以内 に末 日聖 徒はいませんか ら，あな

た ひとりにな る わ け で す」 と言 い，

「お聞かせ した方 がいい と思 い ま す

が， ブ ラウン長老， ケ ンブ リッジに最

近 までいたモルモ ンは暴徒 に銃 口をつ

きつけ られて追 い出され ま した し，次

にモル モ ンの長老が来た ら，決 められ

た町か ら一歩で も出 ると撃 ち殺 す とい

う話 です。それを聞いた ら，あなたは

喜 ばれ るに違 いない と思 いま した」 と

語 った。

私 はその ことを聞いて うれ しくはな

か ったが，知 ってよか った と思 った。

私 たち ２人 はケ ンブ リッジに到着 し

た。町中 の人 々はそろって私た ちを出

迎 えた。彼 らは私た ちの来 ることを聞

いて いたので あった。町の人 々は反感

を態度 に表 わ していた。鉄道 の駅 では

ひげをはや した大男 が婦人を足 もとに

横 たえて， 「お前た ちは一夫多妻をは

じめるのかね。 どうだね」 と叫んだ。

それが私た ちを迎 え る歓迎 レセプ ショ

ンだ ったのであ る。

ドウンズ長 老は，翌 朝私 にち らしの

そ ろえ方 を教 えて くれたのち，帰 って

い った。私 は金曜 日の朝か ら始 めて午

前中ず っとち らし配 りを したが，返 っ

て くるの は，私の面前で音をたてて し

め られ る玄関の ドアだ けであ った。午

後 も配 ったが答 え は同 じ く，かな り落

胆 して帰宅 したが，それで も土曜 日の

朝 もちらし配 りを しよ うと決 めた。土

曜 日も午前中 も配 り続 けたが結果 は同

じで あった。私 は落胆 して帰宅 し，家

へか えって しまいたい と思 った。主 が

私を ケンブ リッジへつかわ されたのは
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第 ２ 次 世 界 大 戦 が 始 ま り ， ヨ ー ロ ッ パ

か ら 撤 退 し た か つ て の 伝 道 部 長 夫 妻 は ，

１９４０年 の ク リス マ ス の 時 節 に ジ ヨセ ブ ・

フ ィ ー ル デ ィ ン グ ・ ス ミス 長 老 の 家 で 再

会 し た 。

後 列 左 か ら ワ レ ス ・Ｆ ・ト ロ ン ト （チ ェ

コ ス ロ バ キ ア ）， Ａ ・リ チ ャ ー ド・ピ ー タ

ー ソ ン （ノ ル ウ ェ ー ）， ヒ ュ ー ・Ｂ ・ブ ラ ウ

ン （英 国 ）， マ ー ク ・Ｂ ・ガ ー フ （ド イ ツ ），

フ ラ ン ク リ ン ・Ｊ ・マ ー ド ッ ク （オ ラ ン ダ ），

マ イ ロ ン ・ダ グ ラ ス ・ウ ッ ド（西 ド イ ツ ），

ガ ス テ ブ ・０ ・ラ ー ソ ン （ス ウ ェ ー デ ン ）

中 列 か ら マ ー ガ レ ッ ト・ピー タ ー ソ ン ，

ジ ョセ ブ ・Ｅ ・エ バ ン ズ （フ ラ ン ス ）， フ ォ

ー ン ・マ ッケ イ
， 卜一 マ ス ・Ｅ ・マ ッ ケ イ

（ス イ ス ー ドイ ッ ）， ジ ェ シ ー ・エ バ ン ズ ・

ス ミ ス ， ス ミ ス 大 管 長 ， ノ ー マ ・エ バ ン

ズ ， ジ ナ ・ブ ラ ウ ン

前 列 左 か らバ ー ジ ニ ア ・ ラー ソ ン ， ク

レー ル ・マ ー ド ッ ク ， マ ー サ ・トロ ン ト，

ジ ェ ル トル ー ド ・ガ ー フ ， エ ベ リ ン ・ウ

ッ ド

誤 りではなか ったか と考 え もした。

私 はイギ リスによ くみ られ る小 さな

暖炉 のわ きにす わ った。暖炉 のかたわ

らには古めか しい大 きな置 時計 が飾 っ

てあ った。 自分が哀 れに思えてふさぎ

こんでい ると，正面玄 関で ノックの音

が聞 こえた。家の女 主人が応対 に出た

が，男の声が して 「ここにブ ラウン長

老は住んでいますか」 と尋ねた。私 は

「はい
，た しかにいますよ」 と心 に叫

んだ。

女主人 は 「ええ，彼の部屋は玄 関の

す ぐ前です。 さあどうぞ」 と答 えた。

男 は入 って きて言 った， 「あなたが

ブラウン長老ですか」。

私 は農家 に育 ったた め， 自分 もぎこ

ちな く話 も下手で動作 もスマ７ トで は

ないので， その男 の話 しぶ りに驚 きは

しなかった。私 は 「はい，私 が ブラウ

ン長 老です」 と答 えた。

「あなたが この ちらしを うちの玄 関

に置 いてい ったんですか」

「はい，そ うです」

彼 は言 った， 「先週 の 日曜 に， わた

しら家長が１７人英 国教 会をやめたんで

す。 うちにはかな り大 きな部屋 があ る

んで，みんな して集ま ったが， みんな

家族 が大勢な もんで，大 きな部屋 が男

女，子供た ちで満 員なんです。 わた し

らは １週間ず っとお祈 りして，主 に新

しい牧師様を送 って下 さい とお願 い し

ようと決 めま した。今 晩家に帰 って，

また き ょうも祈 りが聞かれない とが っ

か りして いた ら， ドアの下 にち らしが

あった もんで，主が祈 りに答 えて下 さ

った と思 ったんです。 あすの晩，わた

しらの所 に来て，牧師様 にな っては く

れませ んか」

それは私 が伝道 に来 て ３日もたたな

い間 に起 きた ことで，私 は，伝 道の仕

事について何 もわか らなか った とい う

のに，彼 は私 を 自分た ちの牧師に迎 え

た いと言 うので あった。私 は向 こうみ

ず にも 「はい， まい ります」 とい う返

事を した。そ して その時か ら集 会の時

刻 までの間 に悔改 めを した。

彼が立 ち去 ると，私 の食欲 まで も取

りあげて いったかの ように，私 は急に

何 も食べ た くな くなって しまった。女

主人 の所へ行 って， その ことを告げ る

と，私 は部屋 に戻 ってベ ッ ドの準備に

かか った。私 はベ ッ ドのわ きに ひざま

つ いた。 そ して それ までの生涯 では じ

めて神 と話を交 したので あった。私 は

神 に自分 の苦境 を話 して助 け を 願 っ

た。導 きを乞 うた。 その仕事を と りあ

げて下 さるように祈 った。立 ちあが っ
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てベ ッ ドに入 ってか らも眠 れ な い の

で，また起 き出 し，再 び祈 った。 その

よ うな ことがひ と晩 中続 いた。私 は本

当に神 と話 したので あった。

翌 日，女主人 に朝食 をとらな いと告

げて ケンブ リッジ大学 の構 内へ行 き，

午 前中はず っと構 内を歩 きまわ った。

昼にな ったが，女主人 に昼食 もとりた

くない と断 わ り，午後 も．また散歩を続

けた。私 の心 にあった のは た だ ひ と．

つ， 「今晩 あの家 へ行 き， 説 教 を す

る」， その思 いだ けで あった。

６時に部屋へ帰 った私 は，椅子 に腰

か け，黙想 にふ け り， あれ これ心配 し

不思議 に思 うのであ った。 （言 わせて

もらえば，その時以 来，私 は翌朝死 ぬ

と宣告 されている人 のか たわ らにすわ

る気持 を知 ったと思 う。 その入 の感情

の動 きをか たわ らで見守 ってい る時，

あの晩の 自分の気持 を思 い起 こすので

あ る。 あの夜 ，私 はそのよ うに苦 しい

気持 であ った と思 う。宣告 の時 は近づ

いてきた。 そ してつ いに時計の針 は ６

時４５分を さ した。私 は立 ちあが って長

いプ リンス ・アルバ ー ト・コー トをひ

っかけ，帽子 をかぶ り， ステ ッキを と

り（当時常用 していた），手袋 をはめ，

聖 書をかか えて， まさに文字通 り， 自

分 の身を その建物に運んだ。途 中の風

景 は何 も目に入 らず，ただそ こまでの

！本道を歩 くだけであ った。

私 が門に着 くとす ぐに，前夜会 った

男が 出迎 えた。非常 にて いね いに深 い

お じぎをす ると 「お入 り下 さい ませ，

先生様」 と言 った。私 は以前 そのよ う

に呼ばれた ことがなか った。中 に入 っ

５６
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ブ ラ ウ ン長 老 が 英 国 で初 め

て の伝 道 を 開 始 した 頃 ，英 国

お よ び ヨー ロ ッノマ伝 道 本 音βは

リバ プー ル の ホー リロー ド＝０

に あ った 。

１９３７年 ， ブ ラ ウ ン長老 が伝

道 部 長 と して英 国 に再 び赴 任

した 時 ，伝 道 本 部 は ロ ン ドン

コー ドン， ス クエ ア ５に あ っ

た。



，

て部屋をみ わたす と大勢の人でい っぱ

いで あった。彼 らは全員起立 して新 し

い牧師 に敬意 を表わ したが，私 はび っ

くり仰天 した。

私 は何 を した らよい ものか と考え る

段 になって，讃美歌 について何 か言 わ

な くてはな らないと考 え た。 そ こ で

「高 きにさか えて」を歌 うよう提案 し

た。 とたんにみん なはぽかん と し，い

ざ歌 い始 める と聞 こえるのはひ どい調

子 のソ ロとい うぐあいで あった。それ

か ら人 々を椅子か らお りて う しろ向 き

にな って ひざまつかせ，私 の祈 る姿 に

注 目できないように した らどうか と考

えた。 そのよ うに言 うと，みんなは う

しろを向 いて ひざまつ いた。私 もひ ざ

まづ き， ２度 目に神 と話 し始めたので

あった。 おそれ はあとかた もな く私 か

ら消 え去 って いた。私 は何 も心配 して

はいなか った。すべてを神 にまかせた

ので あった。

私 は他 の ことに加 えて この ように神

に祈 った。 「天 のおとうさま， この人

々は英 国教会 を離れ ま した。今 晩，真

理 を聞きに集 まって います。私 が彼 ら

の求 めている ものを与 えることがで き

るよ うに との準備 を しなか ったのはあ

なた も御存知ですが，で も神 さま， あ

なたはそれがで きるただ ひとりの御方

です。私 が語 る道具 となれ るな らば，

よいのですが， さ もな くば どうぞその

特権 を他 の人 にゆず って下 さい。

一 同が立 ちあが った時，多 くの人 々

は泣 いていた。私 もそ うで あった。そ

れか ら ２度 目の歌を 上手 に選び，話が

始ま った。私 は４５分間話を した。 しか

し，何を言ったかは思い出すことがで

きない。私が語 ったのではな く，神が

私を通 して語 られたのである。そのこ

とはのちの出来事が証明している。主

は実に力強 く話されたため，集会の終

りには聴衆がかけつけて私を抱 き，手

を握りしめて， 「これを私たちは待 っ

ていたんです。あなたが来て下 さった

ことを神様に感謝 します」と言 った。

私は自身の身をひきずるようにして

集会にやってきたが，その夜の帰り道

は，神が私の手をひいて人に不可能な

仕事をさせて下さったことを思い，足

を地につけるのがやっとのような有様

であつた。

それから３ケ月のうちに，話を聞い

た男女，子供 は全 員 教 会 員 と な っ

た。転勤のため，私が，自分でバプテ

スマを施こすことはできな か っ た が

ひとり残らず教会に加わった の で あ

る。

私 は最近そのうちの何人かと再会 し

た。今は年老いているが，あれ以来，

神に話 しかけられたあのような集会は

経験がないと言 っている。

そのイギリスへの，最初の伝道の間

に，私はグラン ト伝道部長のもとで貴

重な体験を した。私は１９０５年に腎臓結

石をわず らったが，痛みがあまりに激

しいため，医者に家へ帰って治療を受

けないと死んで しまうと忠告された。

グラン ト伝道部長はそのことを聞き

特別にリバプールか ら私が働いていた

ノーウィッチへ来て下さり，解任をす

るので家へ帰るようにと指示された。

それを聞いて私はがっかりしたが，

グ ラン ト伝道部長 に 「もし，伝道部長

が祝福 して下 さるな ら，きっ と家 に帰

らな くて すむ と思 います。 よ くな るに

違 いありません」 と話 した。

グ ラン ト伝 道部 長は 「あなたにその

ような信仰があ るな らば， そのよ うに

な るで しょう」 と答 えた。

彼 は私 を祝福 し，私 はそれ以後 腎臓

結石の痛 みは感 じないよ うになった。

第一次世界 大戦 の時，私 は カナダ陸

軍の将校 としてイギ リスに渡 った。 そ

してその後 しば ら くた った１９３７年 に英

国伝道部を管理 す るよ う召され， その

時は大管長であ ったグ ラン ト大管長 と

共 にイギ リスへ赴 いた。前伝道部長 の

ジ ョセ フ ・Ｊ ・キ ャノンと共 に北部 イ

ギ リスへ行 き，英 国最初 の福音伝道地

プ レス トンを訪れた。

我々は ！００年前 に初 あてバプテスマ

が とり行 なわれた リバプールのその場

所へ行 き，河岸 で多 くの人 と共 に霊的

な集 会を開いた。大管長会 の Ｊ ・ルー

ベ ン ・クラーク ・ジ ュニア長老 および

大管長会書記 のジ ョセブ ・ア ンダーソ

ンが参加 し，話 を された。

プレス トンで働 いてい る宣教 師たち

と，英国伝道部歴 史に名高 いかの 「闘

鶏場」，また初期 の時代に親切 に も宣

教師た ちに提供 されたヴ ォークスホー

ル礼拝堂で集 会を開いた こ と も あ っ

た。

ロン ドンへ引 き返 した私 たちは， ゴ

ー ドン ・ス クエア ５の英 国伝道本部 へ

行 き，正面階段の所 でキ ャノン前伝道

部長か ら建物の鍵 ，ひ るがえせ ば英 国

伝道部の鍵 を手渡 されたのであった。

５７



１９３９年の初め には戦 争の間近 な こと

が明 るみ に出て いたので，合衆国汽船

会社 と，大西洋航路 に １００座席をで き

れ ば一度 に，必要 となった時 に利用で

き る予約 を とった。戦争勃発 の日に電

話 を入 れてその １００座席 を頼んだが，

会社の返事 は １万人 も列 を作 っている

のだが予約に従い席 をあけま しょうと

の ことで あった。

そこで全宣教師を ロン ドンに呼 び戻

し，乗船を待つ ３日の間集 会 を 開 い

た。 そ して，私 と ５人の宣教師が しば

らくとどま る以外 は，全員が その船で

合衆 国へ向かった。

戦争 は必至 であ ったため，大事 をと

り，女 性宣教師 はその３０日前 にす でに

イ ギ リスを離 れていた。 ブ ラウン姉妹

と子供た ちも彼女 た ちと共 に合衆 国へ

帰 って いた。

そのように して私 と長老た ち ５入は

イギ リスに残 った。長老 たちが乗 った

ひ とつ前 の船 は，大西洋で水雷 により

撃沈 され，崔乗船者全員死亡 したので あ

った。

その時は実に心を労 した時期 であっ

た。全長老を船 に乗 せ ることは私 の任

務で あったため， 自分 自身心 か らへ り

くだ った時期で あった。

私 は１９４０年 ２月 にイ ギ リスを あとに

した。 それか ら２年後 に， まだ戦 争の

さなかで はあったが イギ リスへ戻 るよ

うに と言 われた。 その時 の責任 には，

軍人担 当者 としての仕事 も含 まれて い

た。

その時 はロン ドンが激 しい空襲 に見

５８

１

舞 われ ていた時で あったので，我 々は ；
１

興 身’深 い経駿を い くつか した。伝 道本 １

部 のまわ りの多 くの建物 は爆弾で破壊

され， ゴー ドン ・スクエア ５の伝道本 ｉ

部 も爆撃 を受 けたが，新 しい伝道本部

がナイチ ンゲール通 り １４９に移 って い

た時であ つた。 ｉ

ある日，伝道本部 の裏庭 に い た 時

に，私 は飛行機 のよ うな音 を 耳 に し

た。その飛行機 が家か らわずか ３丁 ほ …

ど しか離れていない鉄 道中心地 のあた

りに来 た時，突然バ リバ リとい う音が

して墜落 し，本部か ら通 りをへだてた ｉ

１５軒 の家が つぶれ た。

その飛行機 のエ ンジ ンの音がやむの ，

を聞いた時，私 は何 が起 こるかを直感

した， と同時に地面 にす いよせ られ る

ような衝撃 を受けてたおれ て し ま っ

た。その爆発音のため本部 の窓 とい う

窓 は全部割れて しまった。

我 々が住んでいた地域 への爆撃 が あ

ま りに激 しくなったた め，ついに本部

はバー ミンガムに移 る こととな った。

戦争以後，英 国， アイル ラン ド， ス

コッ トラン ド， ウ ェールズの教会 に起

きた出来 事は，その仕事 が神 の仕事 で

あることの大 きな証で ある。私 が伝道

を始 めた１９０４年当時，英 国諸 島にやが

て ７つ の伝道部 と ６つの シオ ンのス テ

ーキ部が できるなどとは，だれが想像

した ことであろ うか。主 はた しか にそ

の仕事 を恵 みた もうてお られ るので あ

る。

鱗

’擁 建

ド：１

髭喫♪ 「う

七十人最高評議員会会員

Ａ ・セ オ ドア ・タ トル

愛す る兄弟姉妹の皆様 ，あなた方 は

この会 に集い，タバナ クル ・クワイ ア

ーのすば らしいコーラスに：耳を傾 け，

また この聖 日に礼拝を捧げ て お ら れ

る。 さ らに末 日聖徒イ エス ・キ リス ト

教会 について深 く知 りたい と思 って い

らっ しゃる。私 は少 しの間， この教会

が教えて いることを説 明 してみ たい と

簸 ’

，，１汐 ’
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の ことを語 られた。…… こう言 い終 る

と， イエスは彼 らの見 ている前で天 に

上 げ られ ………臼い衣 を着 たふた りの

人 が，彼 らのそば に立 って いて，言 っ

た， 「ガ リラヤの人 たちよ，なぜ天を

仰 いで立 っているのか。 あなたがたを

離 れて天 に上 げ られ た このイエスは，

天 に上 って行 かれ るのをあなたがたが

見たの と同 じ有様 で， またおいで にな

るで あろう』。」（使徒 １ ：３，９－１１）

救 いはキ リス トの御手 にある。す な

わ ちキ リス ト御 自身 においてまたキ リ

ス トの腰 い と復活 によ り，私 たちはそ

のお きて と儀 式 とを守 ることによって

救われ るので ある。 （信仰箇条第 ３条

参照）

イエス ・キ リス トは全世界 の中心 と

なる御方で ある。 そ して予言 されたよ

うに時の絶頂 に来 られ た。旧約聖書で

予言者 た ちは， その来臨 を予言 して い

る。主 は アダ ムに， メシヤが訪れ るで

あろうと約束 され，犠牲 の律法が アダ

ムとその子孫 に与 え られた。す なわ ち

これ は神 の子 羊の死 を象徴 する もので

あった。 この犠牲 については，過 ぎ越

しの祭 りで モーセが詳 し く述 べ て い

る。殺 され る小羊は傷 のない もので，

１歳 の雄でな ければな らない。 またそ

の血 は流 され，骨を折 ってはな らない

６０

となって いる （出 エジプ ト１２：５，４６

参照）。 この儀式 は， 人 々の心を 神の

子羊 が人 の罪 の犠牲 となる時 に向け さ

せ る ものであった。父 なる神が生みた

まい し独 り子 を犠牲 と して捧げ る時，

それ は血 を流す犠牲 の終 りで あった。

そ こで救 い主 は私 たちに贈 いの犠 性

を思 い起 こさせ るため，聖餐の儀式を

設 け られ た。

「……主 イエスは， ……パ ンをと り

感謝 して これ をさき， そ して言 われ た

「これはあなたが たのための， わた し

のか らだであ る。 わた しを記念す るた

め， このよ うに行 いなさい。」 食 事 の

の ち，杯を も同 じように して言 われた，

「この杯 は， わた しの血 による新 しい

契 約であ る。飲む たびに， わた しの記

念 として， このよ うに行 いな さ い。』

だか ら， あなたがたは， このパ ンを食

し， この杯 を飲 むご とに， それ によっ

て，主 が こられ る時に至 るまで，主 の

死 を告 げ知 らせるので ある。」（１コ リ

ン ト１１：２３～２６）

私 た ちはキ リス トが神 の御子で ある

ことを明 らかに してい る。 そ してキ リ

ス トが現在 も生 きたまい，予言 され た

ように再 降臨 され ることを 知 っ て い

る。

救 い主が十二使徒を召 して御 自身 の

教会 を建て られた後，間 もな くこの教

会 は予言 の通 りしだ いに背教へ陥 って

いった。 （１ニ ーファイ１５：１３） 儀 式

を行 うための神権 の権能 は失なわれ，

教会 は無信仰 に陥 った。残 され た組織

も政治的 な圧 力で侵 され， やがて完全

な背教 が起 こった。 この背教が予言 さ

れていたよ うに， 回復 の時，す なわ ち

「万 物更新 の時」 も予言 されて いた
。

（使徒 ３ ：２１）

１８２０年 の春 ，１５歳 に も満 たないひと

りの少年 が 「深刻 な反省を促 が され」

て，今 ある うちの教会で どれかが正 し

い とした ら， それ はどの教会な のか と

熱心 に考 えて いた。 （ジ ョセブ ・ス ミ

ス ２ ：８参照） そ して彼 は聖典 にある

「神 に願 い求 めるが よい」 という言葉

に従 った。 （ヤ コブ １：５）彼 は次 の

よ うに記 している。

「……私 は自分 の真上 に太陽 にも増

して輝 や く一 つの光 の柱 を見た。 そ し

てその光 の柱 は次第 に下 りて きて，光

はついに私 の上 にふ り注 いだ。 ……そ

してその光が私 の上 に留 った時，私 は

筆紙 に尽 し難 い輝 き と栄光 とを有 ちた

もう二人 の御方が私 の真上 の空中 に立

ちた もうのを見 た。 そ して その中 のお

一入 が私 に言葉 をかけて私 の名を呼び

たまい，他 のお一人 を指 して 『こはわ

が愛子 な り，彼 に聞け」 と仰 せ ら れ

た。」（ジ ョセブ ・ス ミス ２ ：１６－１７）

天 父 と御子 が親 しく現 われ たも うた

とい うこの驚 くべ き示現で， この御二

方の存在 が今 一度 明 らかにされ た。す

なわ ち御 二方 が生 きたまい， それぞれ

別個の御 方であ って私 たちを愛 され て

い ることが明 らかにな った。

この示現 に続 き， ジ ョセブ ・ス ミス

は天の使いた ちか らさ らに多 くの権能

と祝福 とを授 け られた。彼 は予言 を し

福音の原則を教え，そ して，翻 訳を し

た。 また古代 と現 代 とに関す る聖典 を

もた らし，神殿や都市を建設 した。彼

はキ リス トにつ いて啓示す る者 であ り

神 の しもべ と して権能を与 え られた者

で あった。予言者 と して完全な者 とな

るために，すべての ことをな し遂げた

人で もあった。やがて ジ ョセ ブは 「王

国の鍵」 （教義 と聖約８１：２，９７＝ユ４

参照） を授 け られ， この使徒 と しての

権能 によって再び完全な権能を持つ教



会 を建 てた。主 はジ ョセブに向かい次

のよ うに言 われ た。 「今の代の人々に

は，汝 によ りて わが言を与 う べ し。」

（教義 と聖約 ５ ：１０）

いかな る神権時代 において も， ジ ョ

セ フ ・ス ミスを しの ぐ偉大な予言者は

いなか った。彼 は古代 の金版か らモル

モ ン経 を翻訳 した。 それ は， イエ スが

キ リス トであると証す る今 １つの本で

あ った。 このモル モ ン経 につ いて主は

言 って お られ る。 「また彼はその書を

正 にわが命 じたる部分を翻訳 した り，

而 して この事 は汝 の主，汝の神生 きた

もうが如 く真実 な り」 （教義 と聖約１７

：６）

ヴ ァーモ ン トに生 まれ， ニ ューイ ン

グ ラン ドとい う辺境地帯で育 ち しつけ

を受 けた一介 の少年が予言者で あった

と言 って も， それがす ぐに人 に受 け入

れ られ るよ うな ことで はない ことを私

た ちはよ く知 っている。 しか し人がす

ぐに受 け入れ よ うが受 け入れ まいが，

事 実なので ある。 ジ ョセブ ・ス ミスは

予言者で あ り， これ に対 しいかな る悪

口や中傷 を もって して も事実 にた ちう

ちす る ことはで きな い。 自分の永遠 の

魂 の幸福を願 う者はすべて， この福 音

に耳 を傾 ける必要が あろう。そ してジ

ョセブ ・ス ミスの時代以後 に生 を受 け

た者 は，天父 のみ もとに立 ち返 るため

に彼を神 の予言者 と認めざ るを得 ない

ので ある。

もしあなたが ジ ョセブ ・ス ミスの神

聖 な召 しについて知 らない と した ら，

恐 らくその ことにつ いて深 く考 えた こ

とがな いためで あろう。モルモ ン経 と

彼が回復 した福音について深 く考 えて

いる人々 のうち，毎 日 ２００名以上 の人

が ジ ョセブは真 に神 の予言者で あると

い う証 を得て いる。彼 は殉教を した ζ

とにより，その証を自身の血で結び固

めたのである。

私たちは末日聖徒イエス ・キリス ト

教会が真実であり，その頭 として今 日

もなお生ける予言者がいることを宣言

するものである。

主御 自身 もこの教会について， 「全

地の面に於ける唯一の真 にして生命あ

り而 も主なるわれの悦ぶこの教会」と

言っておられる。（教義 と聖約 １：３０）

現在の予言者は，主の業を導 き，主

の代弁者となるべ く主か ら選ばれた人

である。今や９５歳 という高齢を迎えて

はいるが，主は予言者がい くつでなけ

ればな らないなど決 して言 ってはおら

れない。ましてや身長について，ある

いは何か特別な学位を持 っている人な

どとは言われなかった。 しか し主は，

予言者は 「神に召された人」であり，

神か ら権能を授 けられた人でなければ

ならないと明 らかにされたのである。

ジョセブ ・、フィールデング ・ス ミス大

管長がふさわしい人である とい うの

は，そのように召され聖任 されたから

である。彼がふつうの入 と同 じである

というのも本当である。楽 しい時には

笑い，針で刺せば血 も出るであろう。

人の悲 しみにあっては，大 きなやさし

い心を震わせて泣 くに違いない。病気

や苦痛 も受けるであろう。 しかし，ジ

ョセフ ・フィールディング ・ス ミス大

管長にはひとつだけ違 ったところがあ

る。彼 は神の予言者なのである。私は

彼を知る者 として，彼を心か ら愛 して

いる。彼はつねに悪の激 しい力にあい

ながらも，義なる働 きの生涯を送 って

きた人である。そ してすべての悪にう

ち勝ってきた。主は御 自身の予言者と

いう名誉ある召 しを彼に与えられた。

また私 は彼のかたわらで忠実に働 く副

管長たちを愛 している。十二使徒をそ

してすべての兄弟姉妹を心か ら愛 して

いる。

さて，この教会の行 く末はどうであ

ろうか。さらに前進 し，決 して道を誤

まることはないであろう。さらに発展

を続け，やがて全地 に満 ちるに違いな

い。キリス トを頭にいただき，教会の

指導者たちとたえず心を交わせること

により，私たちは神が命 じられたよう

にみ業を進めてい くのである。 この教

会は天父のすべての子供たちに福音の

おとずれを広酔るであろう。それは生

ける者と死んだ者とを救 う。 この教会

は中傷を受け，多 くの攻撃を受けるで

あろう。多 くの者が疑い，背教するか

もしれない。 しか し，心の義なる者 と

正直な者は囲いの中へ連れてこられ，

昇栄に至る道を歩むであろう。多 くの

教会があるのに，そこに人々がいない

ことを不思議に思っている入がいる。

そ してこの教会が発展 し，成長 してい

る訳を考えている。私たちにはこのこ

とが納得いくのである。私たちは古代

において背教があり，近代において真

の福音の回復があったことを知ってい

る。末 日聖徒イ午ス ・キリス ト教会は

権能と権威を有 し，生ける予言者を頭

として組織されたことを，またその大

いなる将来を知 っている。そして私た

ちはその将来を実現するために，喜ん

で働 く者である。キリス トは私たちの

頭である。イエス ・キリス トの福音に

示 された真理がやがて必ず勝利をおさ

めることを信 じている。私たちは成功

するであろう。 この大いなる将来を実

現するため，心ある人はすべて私たち

の群に加わっていただきたい。イエス

・キリス トの御名により。アーメン。
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十二使徒評議員会補助

ア ル ビ ン ・Ｒ ・ダ イ ヤ ー

その昔 エル サ レムにおいてペ ンテ コステ （聖霊五旬 節） の

日に，使徒 ペテロは人 々に向か って次の ように言 った。すで

に人 々１に宣べ伝え られて いたイエス ・キ リス トが再臨 され る ．

であろうが， その 日は万物更新すなわ ち回復の時 まで延ば さ

れ る と （使徒 ３ ：２０，２１参照），また この ζ～とは世 の初 めよ 竃

り約束 されて いた ことで あると言 った。今 日末 日聖徒 イエス

・キ リス ト教会 として知 られてい るキ リス トの教会 の組織が

６２

この回復の １つで ある。

本 日私 た ちは， この神権 時代 におけ る １４１年前 にキ リス ト

の教 会の組織 に起 こった ことにつ いて確信 と証 を再び強 めて

い る。 その時，集 め られ た人 々に向か い主 は，福音の回復に

関．して しもベ ジ ョセフ ・ス ミスを通 してすでに成 し遂 げ られ

た ことにつ いて語 られた。主 は言 われた。

「而 して
，神 は誠命を下 して彼に霊感を与 え弘前 よ り備 え



人の購いと救しうはこの神権時代において絶頂を迎える

た りし方法により，モルモン経を翻訳するために天より能力

を彼に与えたり。この書の中には，堕落 したる或 る民の記録

と，異邦人並びに，ユダヤ人に与うるイエス ・キリス トの完

全なる福音 とを載せたり。またこの書は霊感によりて与えら

れ，天の使たちの導きと恵みによりて他の人々に対 して確認

され， この人々によりて世に宣べ伝えられ聖典の真実なるこ

とと，神は人々に真に霊感を与えて古えの代と同じくまた今

の代にも神の聖き業に人々を召すことを世に証す。これを以

て，また神は昨日も今日も世々限 りな く同じ神にてあること

を示すなり。アーメン。 （教義と聖約２０：７－１２）

キリス トの教会はあらゆる神権時代の最後であるこの神権

時代に回復 された。主はこれを 「時満ちたる神権の時代」と

呼ばれた。（教義と聖約１１２：３０）完全に回復がなされる時，

アダムの時代から始まるすべての神権時代は鍵と原則と知識

をすべて結合される。そして この最後の神権時代は，主イエ

ス ・キ リス トの再降臨と人が地上で死すべき肉体として存在

する時代の終りに備える意味で，最後の事柄に関する教義を

あらか じめ教えている。

人の子の再臨が近いという問題は，現在私たちの時代にあ

る多 くのことにかかっていると思 う。 この問題を老える際に

私はよく３つのことについて思いをめ ぐらす。まず第 １の事

柄は次の主のみ ことばに表わされている。 「されど，その日

その時を知る者なし。天にある神の使たちも知 らず，ただわ

が父のみ知 りたもう。」（ジョセブ ・ス ミス１：４０）

しかしこの大いなる出来事が近 いことを示す しる しは あ

る。すなわち第 ２に，たとえば私たちはこの最後の神権時代

に生きる者 として， もはや次の神権時代はないことを心に銘

記 しなければならない。そして神が福音の計画により地上の

人間の照いと救いのために計画 されているすべてのことが，

この最後の神権時代に絶頂を迎えるのである。事実，主は今

の時代を特に準備の時となさっておられる。教会の初期の時

代において，主は啓示を通 して取のように教えられた。

「主に祈 り，聖き御名を唱え，神の驚嘆すべき御業を民の

中に知 らしめよ。主 の御名を呼びてこの世に神の王国を来 ら

せ，世に住める人々を してこれを受け，来 るべき時代の備え

を為さしめよ。その時，人の子は地上 に建てらるべき神の王

国にかなうため，彼の栄光に輝 く衣を召されて天の中より降

りたもうべ し。これを以て，願わ くは天の王国の来らんため

まず神の王国を出で行かせたまえ。神よ，か くして天に於け

る如く，地に於ても栄光あらせたまえ。またか くして，汝の

敵を征服 したまえ。誉 と能力と栄光とは，ときはかきはに神

のものなればなり。アーメン」 （教義と聖約６５：４－ ６）

主の時の順序として， この神権時代の絶頂は栄光ある人の

子の来臨に見い出す ことができる。

第 ３に私が考えることは，異邦人の時代に関することであ

る。それは今の時代であり，福音は地上にある異邦人の国々

に宣べ伝えられつつあって，もし彼 らが召しに従順であれば

群に加わり，イスラエルの家の中に数えられるのである。（１

ニーファイ１４：２参照）

主はジョセブ ・ス ミスに与えた啓示の中で再降臨が近いこ

とに関連 してこの異邦人の時について次のように言われた。

「異邦人の時始まるに及び，暗きに坐する者の中に光輝や

き出でん， この光はわが完全なる福音な りとす。」（教義と聖

約４５：２８）

しかし福音を受け入れない者が多いことを，啓示は続けて

述べている。

「されど彼 らはその光を受け入れず
。そは，彼 ら光を認め

ざれば，人の教えの故によりて，われにこころを背 くればな

り。」（教義と聖約４５：２９）

そ して福音が異邦人にもたらされる時を知 る方法として，

同 じく啓示を引用 しよう。

「この光の輝き初むる時に起 こることは，汝 らに示さんと

する一つのたとえの如 くなるべ し。汝ら，いちじくの木を眺

めてこれを見 るに汝 らの眼を以てす。而 して，若芽萌え出で

てその葉なお柔かなるや夏すでに近 しと汝らは言 う。人々す

べてこれ らのこと起るを見るその日に於て，誠にか くの如 く
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な らん。 その時入 々時すでに迫れ るを知 るべ し。」（教義 と聖

約４５：３６－３８）

現世の終 りに関す る恐 ろしい荒廃 した状態 について は，多

くの予言者 によって語 られてお り， い くつかは私 た ちが現在

目に して いるところで ある。終 りの 日に関 して弟子 た ちか ら

次 のよ うに尋 ね られた時の主の ことばは，非常 には っきりし

た ものであった。

「われ らに告げたまえ。 この宮 とユ ダヤ人の滅 亡 とに就 き

て，汝 の言 いたまい しこれ らのことは何時 あるか。 また汝の

来 りた もうと，世 の終 り…… とには何 の前兆 あ るか 。」（ジ ョ

セフ ・ス ミス １ ：４）

これ に対 し主 はユ ダヤ人に起 こるであろ う事柄 について明

確 な答えを示 され， さらに終 りの時の状態 について注意 を与

え られ た。主のみ ことばを １部記 してみ よう。

「而 して彼 ら
，戦争 と戦争 の噂 とを聞 くべ し。見 よ， われ
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わが選民 のために語 るは，民は民 に国は国に逆 らいて立 ち，

また飢謹，疫病，地震 ところど ころにあ らんためなり。 また，

不法多 くな るが故 に多 くの者の愛 ひややか に な ら ん。 され

ど，打 ち勝 たれ ざる者は救わ るべ し。 また王 国の この福音 は

す べての国民 に証 をなさんた め，全世界に宣べ伝え られん。

而 して後 に，終 りす なわち悪 しき者の滅亡は至 るべ し。」 （ジ

ョセブ ・ス ミス １：２８－３１）

落着 きと希望 を与 え ることで聖徒 たちの心を強 めるた めに

主 は啓示 を通 して次 の戒 めを与 え られた。 そ して この戒 めの

言葉 によ り，私 の話 を閉 じよ うと思 う。

「見 よ
， こは一 つの比喩 を以て汝 らに語 るところなれ ど，

正 にわれ在 るが如 く真 な り。 われ汝 らに向 いて言 わん，汝 ら

ひ とつ となれ。 もしひ とつ とな らずば，汝 らはわが ものにあ

らず。われ，また汝 らに告 ぐ，汝 らの敵 は密室 に在 りて汝 ら

の生 命を うかがえ り。汝 らは遠 国に戦 ある ことを聞 けば，間

もな く大 いな る戦遠 国に あらん と言 う。 され ど汝 らは己が国

の人心を知 らざるな り。われは汝 らの祈 りによ りて これ らの

ことを示すな り。 この故 に汝 らの胸に智恵 を貯 えよ。人 間の

邪悪 は世を震 い動す よりも大いな る声 を以て汝 らの耳 に語 る

や り方 にて， その邪悪 によ りこれ らの ことを汝 らに明 らかに

す るおそれ あればな り。 され ど， も し汝 らに備え あらば怖 る

ることなか らん。」 （教義 と聖 約３８：２７－３０）

汝恐 れるなか れ。 なぜ な ら主が別 の時 に言われ たように，

忠実な る聖徒 た ちの群 れは来 るべき恐 ろ しい状態 の避 け所 と

な るか らであ る。また私 たちが欺 かれ ないよ う主 はすべ ての

ことに規範 を与 え られた。それはサタ ンがあまね くこの地 に

在 り，出で行 きて諸々の国民 を欺 くためであ る、 （教義 と聖

約５２：１４参照）

兄弟姉妹，私 は神が生 きた もうことを， そ してイエスがキ

リス トで あることを知 ってい る。回復 されたみ ことばが真 実

であ り， もし忠実 であれば，私 たちは起 こるべ きことを恐れ

る必要 のない ことをも知 って いる。 これ らの ことをイエス ・

キ リス トの御 名によ り申 し上げ る。 アーメン．



宣べ伝えて

い る こ との

実践

十二使徒評議員会補助

マ リオ ン ・Ｄ ・ハ ン ク ス

今朝 ほどすば らしい 日曜 日の説教 を

なさった ヒンク レー兄 弟に感謝 しなが

ら，私 は ２人 の人 につ いて思い出 した

ことを話 した。 ひ とりはすば ら しい説

教を したばか りの人で あった。 もうひ

とりは彼 に感謝 と称賛 の言葉 を送 りな

が らこう言 った。 「すば ら しいお話 で

した。私 もあの ような話 がで きるとよ

いのですが。」 そ こで相手 の人 が言 っ

た。 「で きますよ。」

私 は， 多 くの人 々が この大会 で聞 い

たすば ら しい説教 をいつかす るで あろ

うと思 ってい る。

今朝 の私 のテーマは，私 たちが宣べ

伝 えてい ることの実践 につ い て で あ

る。 すべ ての人 に この話を理解 して い

ただけ るであろ うと思 って いる。先週

の 日曜 日，私 はローガンで ひと りの優

秀な教師 か ら，彼女 のクラスの少女 と

のや りとりについて聞か された。その

教師 が少女 に， 「宣べ伝え ることを実

践す る，つ ま り、・つ も行な うとはどう

い うことですか」 と尋ね ると，少女 は

次のように答えた。 「それは，先生が

教会でお話する前に，そのお話を紙に

書いて くり返 し言 ってみることです。」

この宣べ伝えることの実践について

もっと一般的な解釈をさらにいくつか

あげてみたいと思 う。

先 日の夜，私は病院に重病の妹を見

舞った。彼女の夫 と子供たちはベッド

を囲み，外国伝道から戻ったばか りの

４番目の息子の司会で家庭の夕べを開

いているところであった。私 も早速そ

れに加わった。そして家に帰る道すが

ら，私はそのような模範を神に感謝 し

うれ しさで一杯だった。それか ら家に

着いて待っていた家族 と共に，私たち

が宣べ伝えていることをさ らに実践す

ることができるようにと祈った。

私は今朝も彼女を見舞い，共に主に

祈ってきた。そしてその厳粛な出来事

か ら得た霊性は私 にとっての証 となう

ているのである。

私 たちは実践 しなければならない，

あるいはもっと効果的に実践 しなけれ

ばならないとはどういうことなのであ

ろうか。私たちの務めとは ？私たちは

何を戒められているのだろうか。そし

て何を宣べ伝えるのか。

私たちが宣べ伝えている中で大切な

ことは，両親は子供を愛 し教え，そし

て尊敬に値する模範を示す こ とで あ

る。また子供は両親を敬い，両親に従

うことである。両親は互い に愛 し合

い，信頼 し合わなければならない。子

供は，ベンジャ ミン王が言ったように

「互いに愛 し互いに助けね ば な らな

い」のである。（モーサヤ４ ：１５参照）

また私たちは毎週の家庭の夕べに共に

集い，家族の祈 りを し，支払うべき什

分の一について共に話 し合い，さらに

家族揃って聖餐会に集 って主を礼拝す

るように教えられている。共に断食を

し，助けを必要 としている人々のため

にその断食に相当する金額を監督に渡

すように言われている。

私たちは家族でホーム ・ティーチャ

ーを心から迎え，その質問に答 え指示
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時のあるうちに，

家族 と家庭の祝福を受けよ

に従う。教会の信ずる高潔な家族像を ’

目標に，共に学び．．共に働 き，楽 しい

食事のひとときを過ごす必要がある。

そ して学校，教会，地域社会において

互いを支持 し合う必要がある。私たち

の慣習や伝統が後の世代にも受け継が

れるよう共に計画を立てて実行するの

である。

私たちはすべてこれらのことをする

ように教えられ，勧められている。

しか しなが ら今朝私が話 したいと思

らていることは，神聖にして大切なこ

とではあるが，決 して義務あるいぽ戒

め，勧告についてでにない。む しろ勧

めであり，機会や特権，愛，すなわち

家族と家庭の祝福を受ける時のあるう

ちに感謝 してその時を過ごすことにつ

いてである。 一

私たちが受けることのできる喜び，

私たちめためにある喜び，つま り家庭

以外にあるいは家族以外に決 して経験

することのできない喜びを，私たちは

一体 どの程度逃 しているであろうか。

私たちが口にす る音楽を考えてみる

と教えられることが実に多い。子供た

ちはよく次のように歌っている。 「神

の子です，私やあなた，いろんなお恵

み感謝 します。私を助けて導いて，い

つかみもとぺ行けるように。」 そして

今朝 も証をとめて歌われたように，す

ば らしい若人たちは歌 っている。 「山

の如 く強 く われ ら立づは 父が沃土

と なせ し巌 生ける神を信ず る 名

誉と徳の岩……」扶助協会の母親たち

のコーラスは偉大なる調 べ 「愛 しあ

へ」を奏で，私たちはみな 「家庭の中

た」を歌 う。

私たちと神，そ して互いのきずなは

永遠である。家庭はこの世の事柄 とわ

ず らいか らの避け所であり，家族は私

たちの永遠の希望の核心である。また

私たちの愛は，創造的で限りな く増 し

つつあるひとつの結合と私たちとを結

．ぶ柔 らかな糸である。私たちはこれら

のことを信 じ，宣べ伝えてはいるが，

この教えか ら得 られる祝福を実生活で

家庭で，あるいは家族で受けられるよ

・う，さらに努力できるだろうか。時の

あるうちに，私たちが宣べ伝えている

ことをもっと実践できるであろうか。

マシュー ・アーノル ド （英国の作家

詩人，１８２２－１８８８）は 「エ トナ山上 の

エンペ ドクレス」で次のように書いて

いる。

「私たちは心の平安を持てるであろ

う，だが しか し中を見 ることはで

きない」

私がこれから話す幸せな １例 と２つ

の話を聞きながら， しばらくの間自分

自身の心を，家庭を，そして家族をよ

く見つめていただきたい。

約１２年も前のこと，ある朝早 く医者

を している親友から電話がかかってき

た。彼の話では，生まれたばかりで必

死に生命と戦 っている幼ない息子のた

めに，一緒に儀式を施 して欲 しいので

病院に来て くれということであった。

私たちは保育器の中に手を入れ，その

小さな男の子の上 にのせて祈った。そ

れか ら腰をおろし，母親と共に赤ん坊

の容態が回復するのを待った。私たち

がそこにいると小児科医が や っ て き

て，うまくいきそうだと告げた。彼は

この困難ｉを強い不屈の精神で立派に切

り抜けたのであつた。前のように両足
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は丈夫ではないが，いつか赤ん坊のラ

リーが大きくなった時に生 きている祝

福を思い起こさせるに違いない。

最近 この少年の兄が，名誉ある外国

伝道の召しを終えて帰ってきた。空港

での家族の再会を見ていたひとりの叔

父が，感激 してラリーに手紙を送って

きた。私 も恵まれてこの手紙を読ませ

てもらい， ラリーにこの手紙を引用 し

てもよいかと尋ねてその許可が得 られ

た次第である。私は，執事の職に聖任

されたばか りの末 日聖徒の少年が，宣

べ伝えていることを懸命に実践 しよう

としている姿をお知 らせ した い と思

う。

手紙はこう書かれてあった。 「愛す

るラリー。昨日私は ヒッピーの息に酔

ったわけで もないのに，涙が出て しま

った。それどころか，生涯忘れること

のできない思い出となったのだ。

私が君に涙 と思い出のお礼を言 うの

は至極当然のこ叱 なのだよ。ラリー ・

エルスワースというすばらしい少年が

くれた涙 と思い出にね。 そ して きっと

この少年はそんな ことに気 がついてい

な いだ ろう し， お礼を欲 しい とも思 っ

て いないだ ろう。

君が，遠 いチ リー とい う国で の伝道

か ら帰 って くるお兄 さん を待 ちなが ら

じっと立 っていた時の ことだ。だれ よ

りも君は この ２年 間を心待 ちに してい

たんだね。 そ して君 はただ じっと待 ち

続 けてい るせいか，緊張 で顔 が少 し青

ざめて真剣な顔つ きを していたよ。

お兄 さんを見 つけた時の君 の顔 とき

た ら，パ ッと光 り輝 やいた よ うだ っ

た。ま るで暗い部屋 にパ ッと明 りがつ

い ナこよう，ナごつナこｏ

君が ２年の間小銭を少 し ず つ た め

て，お兄 さんのために３０ドルはす る上

等 のバ スケ ッ トボールを買 った とい う

話壷だれかが していた っけ。 お兄 さん

のことが大好 きだか らだ と聞いたよ。

だれ にも助 けて もらわなか った とい う

ことだ ね。君 の考えで決 め 、た 贈 り物

だ。 お こづか いを使 わな いで，大好 き

な人のために使うなんてすば らしいこ

とだ。

私は，君が物 も言わないでお兄さん

の横に立ち， うれしそうにお兄さんの

顔を見上げ，その足につかまっていた

のを じっと見ていたよ。お兄さんは帰

ってきたのだね。

私はこの ２人の少年に特別な愛と称

讃を送りたい。兄はたったひとりで善

をなすために遠 くの地へ行き，・弟は兄

を思い出 しなが ら計画を立てて待って

いたのだ。

ラリー，君はすば らしい少年だ。・私

は君が大きな心とやさしい心づかいを

持っており，将来偉大な人になると信

じている。君より楽にこの世に生まれ

てきたために，速 く走ったり，高 く飛

んだ り，遠 くまで歩いたり，長いこと

遊んでも平気な人が多 くいるだろう。

しか しそれはその人たちの手が らでは

ない。君には感謝すべきζとがた．くさ

んある。なぜなら天のお父さまは愛す

る息子たちの中か ら君に生命を与えて
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下 さり，他 とま った く違 った家庭 に住

まわせて下 さったのだ よ。 ラリーあ り

が とう。年を とった 口の きけない叔 父

さん は君を見て いて，昨 日すば らしい

ことを学んだ よ。叔父 さんのデ ィック

よ り。」

２～ ３週間前，私 はあるステーキ部

長 が人 々に強 い家族を作 りな さい と戒

めているのを耳 に した。 それ はすば ら

しい説教で あった。特 に私 の心に残 っ

たのは，家族で スキーに行 った話で，

４歳 の子供 が一緒 になって山に登 り，

す べ り下 りたがったこ とだった。 とこ

ろが現地 に着 いてみ る と， その子供 の

年令 と経験 に しては少 しばか りきつ い

場所 で，ゆ っ くりとすべ らなけれ ばな

らない所 ばか りであ った。初 め母親が

４歳にな るその男の子 について丘 を下

り始めたが，１０代の息子 がひ とりでさ

っそ うとすべ るのを止めて， 自分 か ら

進んでや さ しく弟のめん どうを見なが

らすべ ったということだ った。彼 は上

手 にすべれ るにもかかわ らず，それを

よろ こんで犠牲 に して愛 と思いや りと

い うすば らしい精神を家族 に与えたの

だった。

宣 べ伝 えている ことを立派に実践 し

てい る人 は数多 くいるが，私 は今ひ と

りの人 について述べ てみ たいと思 う。

ここ数年 間 とい うもの， ホーム ・テ ィ

ーチ ャー として定期的 に私 の家庭を訪

問 してい る特 別な人 がいる。彼 は，手

紙 に出て くるラリーのよ うに，生 まれ

た時に障害 があ って今 も大 きな問題 を

抱えてい る息子 を連 れて来 ていた。私

の家 に来 ると， この父子 はたいてい並

んで座わ り，手をそ っと握 った り腕 を

か らませた り してい る。また手 をひざ

の上 に置 いた りして，言葉 を交 わさな

いで も愛 を伝 え，心を交わせ合 ってい

る。皆 さん はこの ような親 子をほん と

６８

うにうらやましいと思うに違いない。

次にあげるのは，家庭に調和と幸せ

をもたらすもの，すなわち音楽の簡単

な和音のようなものである。親切，思

いや り，礼儀，関心，笑い，無私の心，

祈 り，思慮，互いのために何かをする

こと，互いに許 し合うこと，支持 し合

うこと，愛 し合うこと。これらはすべ

て楽 しく永遠の思い出となる家族 とい

う交響曲を形造る音符にたとえること

ができる。

もし家族がそこにある大切な人間の

価値を失ない，単なる家族 という形だ

けになり下るとしたら，何のために家

族があるのかわか らなくな っ て 一しま

う。現代がいかに変わりつつある世の

中だとは言え，最 も大切な目的すなわ

ち家族が精神的，霊的な必要を互いに

満たすということは残 っているのであ

る。ある人が書いている。 どこにあっ

ても，社会は 「家族を中心の糸 として

織 られた」織物であると。家庭 家族，

そして愛には，個人生活と社会生活を

遂行するための力がある。事実この力

によって荒れた世の中が救わ都，眼 り

ない平安がもたらされるのである。子

供たちは守 られ，．大切に育て られなけ

ればならない。そして家庭でこそ，子

供たちは生きていくうえで必要な愛と

導きを受けることができ，真の愛を持

った両親 こそ子供の必要を満たすこと

ができる。 しかしそれは宣べ伝えられ

たり口に出された愛ではなく，時間を

かけ，努力し，辛抱強 く耳を傾けると

いう愛であり，惜 しげな く与え，寛大

な心で許 し， 「家庭生活における人間

関係にうるおいと美をもたらす喜びの

もととなる」愛である。

しか しきょう私 はこれらのことを権

威によって，あるいは権威に基づいて

話 しているのではなく，権威をもって

話 していることをつけ加え て お き た

い。なぜならそれが真実であることを

私自身よく知っているからである。実

際に経験 し，実践 し，その状況にある

が故に，真実だとわかるのである。

私が育った家庭は，物質的にはあま

り恵まれていたとは言えないが，今ま

で述べてきたような愛のある家庭であ

った。そして現在幸福に暮 している私

の家庭 も同じようであって欲 しいと祈

っている。もちろん私がきょう話 して

きたことは，私自身と私の家庭のため

でもあるのだが，それは私たちにはさ

らに進歩を求めるという特権および祝

福があるからである。私はこのことを

主に感謝 している。人生で受ける次の

ような言葉以上にすばらしい贈 り物は

ないのではないだろうか。私はおそら

くないと思う。 ６才の子が手紙に書い

た言葉 「ねえお母さん，ぼくお母さん

のこと大好きだよ。」 あるい轍 １０才の

子供か ら言われた言葉 「お父さんはぼ

くの友達です。永遠にお父さんを愛 し

ます。」 そして父母からすばらしい息

子や娘に宛てた言葉 「君を 心 か ら愛

し，誇 りに患っています。」

このような言葉をきいて，私たちは

それにふさわ しくありたいと願わずに

いられようか。

主は言われた。「わたしがあなたがた

を愛 したように，あなたがたも互に愛

し合いなさい。」（ヨハネ１３：３４参照）

主は私たち親や子が，時のあるうち

に家庭や家族で宣べ伝えていることを

実践する機会を無にしないよう助けて

下さっている。

私は福音が真実であり，主が教えた

もうたように家庭における人問関係に

ついても述べられていることを知 って

いる。イエス ・キリス トの御名により

アーメン。
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世界 の多 くの国 と同 じよ うに， 日本 の ２月 は とて も寒 いです。 日本 の一番北 にある

北海道の札幌の街では，子 供 もお とな も年 に一度 の 「雪 まつ り」 を楽 しみ に待 ってい

るので寒 くな ると大 へん喜びます。雪 の像 は，恐竜 や 日本 の昔 の人 々の形 を して いて

高 さはや く１１メー トルまて に限 られています。近 くの 自衛隊 の基地 か ら隊員 たちがや

って来て，大 きな雪の像を作 るのを手伝います。 「雪まつ り」 のあいだ中，街 はまる

で まはゆ いほど白いおときの国 のように見え ます。

日本 は太平洋 に浮かぷ ４つのお もな島，九州，本 州，四国，北海道 とその他 多 くの

小 さな島 々か らで きて います。 そ して， ！億 人以上 の人々か住 んでいて， 「日の出ず

る国」 に っぽん とか にほん として知 られて います。

日本人 はい ろいろな ものの美 しさを愛 します。一軒 の家 に子供 か らお じいさん， お

ばあ さんまてか一緒 に住 んています。 と この家 に も床 の間か あって，そ こには何 か美

しい ものを飾 ってあ ります。 また庭 も美 しくしてあ り，誇 りを持 ってい ます。

日本の子供 た ちは少な くとも ９年 間学校へ行 きます。多 くの道 はせ ま くて歩道かな

いのて，学校へ行 くときは車 や 自転 車に注意 しなか ら行 きます。子 供 た ち は （背中

に）かはんを背負 って，その中に本 を持 って行 きます。昼食 は 「おべん とうは こ」 と

いわれ る小 さな箱 に入れ ます。

子供た ちは，か くれんほや野球を して遊 ふのか好 きてす。野球 は 日本で広 く親 しま

れている娯楽てす。た こあけ は家族 みんなて楽 しみます。 た こあけの競争か計画 され
ゆ

ています。時 には村中 の人 々かだれか一番大 きなた こを作 って あけ るかを見 る競争 を

します。男 の子 に とって特別 な日は，毎年行なわれ る ５月 ５日の 「子供 の 日」 てす。

この 日には， こいのほ りを竹 ざおにつ けて立て，風 になびかせ ます。

女 の子 の特 別な 日は， ３月 ３日の 「ひなまつ り」 の日てす。

末 日聖徒 の子供 たちの特 別な 日は， ８歳 になってバ プテスマを受 けることので きる

日です。 日本てはバプ テスマ フォン トのあ る教会堂が 少ないですが，た とえそれかな

くて もおふ ろで受け ることがて きます。 また時 には， 日本 を囲 んで いる海 の冷たい水

の中て受 けることもで きます。
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小 さな

お友 だ ちへ

十二使徒評議員会会員

ハ ワー ド・Ｗ ・ハ ン ター長 老

小 さな子供た ちは天の お父 さまに とって とて も大切

です。子供た ちがどこに住んでいて も， どんな ものを

着 ていて も， また何を見ていて も，天のお父 さまは子

供 たちを いつ も愛 し，や さ しく見 てい ます 。天 のお父

さまは黒 いちぢれ髪を した フ ィージー（島）の子供 たち

やサモアや トンガ， タヒチな ど南の海の暖かい土 の上

をはだ しで走 っている，や さ しくて とて もきれいに着

飾 った子供 たちを愛 してい ます。天の お父 さまはかわ

いい イギ リスの子供た ちを愛 してい ます。 ここのお友

だちは，学校 に行 くときで も家 にい るときで も同 じよ

うに， ショー トパ ンツやネ クタイ，ス カー ト，セー ター

を着 ています。天 のお父 さまは 日本 の子供 た ちを愛 し

ています。 日本 の子供た ちは洋服を着ていて，礼拝 堂

には靴 をぬいで入 ります。天 のお父 さまは南 アメ リカ

の 日焼 け した子供た ちを愛 してい ます。 また とて もき

７０

れ いな色 の首飾 りをつ けて，古い昔の儀式の ときに踊

るレーマ ン人 の子供た ちも愛 してい ます。天のお父 さ

まは世界 中の子供 たちを愛 してい ます。

これ か ら， みなさんが これ らの子供た ちにとて も似

てい るところを教 えて あげま しょう。 トンガの月よ う

日の夜です。 あ る家族 が家の 中や フ ァレで 「家庭 の夕

べ」 の準備 を しています。そ こで は，世 界中の家 族 と

同 じテキス トを使 って います。みな さんのお父 さんや

お母 さん と同 じように， トンガの子供たちのお父 さん

やお母 さんは，子供た ちが何が良い ことか悪 い ことか

を知 り， それ を毎 日の生活 にどの ように取 り入 れてい

くかをわか るよ うに助 けたい と望んでい ます。

子供 たちはゲ ームを した り，歌を歌 った り，特別 な

ごちそ うをいた だきます。子供た ちはみな， 「家庭 の

夕 べ」 の ごちそ うを食べ る ときが好 きです。



寝 る時間 になる と， どこの国で もや さ しいお父 さん

やお母 さんは子供た ちと一 緒 にひ ざまずいてお祈 りし

ます。 アル フ。スの高 い所 にあるふわふわ した羽ぶ とん

のそばで も， まず しい小屋 の床 に しいた小 さなふ とん

のそば で も， ど こで お祈 りして もよいのです。天のお

父 さまは子供 たちの お祈 りをすべて聞 き，わか って く

だ さい ます。

教会 の子供 たちはプ ライマ リーや 日よ う学校 に出席

す る ことがで きます。教会で は世 界中の子供 たちが同

じ歌を歌い，同 じべん き ょうを しています。 日本 の子

供た ちがうつ くしい 日本 の ことばで， 「わた しは神 の

子」や 「おそれず きたれせい と」 を歌 うのを聞 くのは

とて も楽 しい ことです。

子供 た：ちのための教会の集会 で子供 たちが初 めて話

をす るときや，そのほかの方法 で出席す る とき，世界 中

どこで も同 じように興奮 した り， どきどき した りす る

ようす が見 られ ます。 プログラムが終 わ ると子供 たち

はみな，満足 した気 持 と喜 びを味 わいます。 そ して，

お父 さんやお母 さんは子供 たちをだいて， （子供 た ち

が）よ くや った ことを ほめ ます。

教会の子供 たちは ８才 にな るとバ プテスマを受 けま

す。 きれ いな新 しい建物 の申にあ る美 しいタイル張 り

のバプテスマ フォン トか，冷 たい湖 や川，池でバ プテ

スマを受 けます。バ プテスマは神 さまの聖 なる神権 に

よ って とり行 なわれ ます。 そ していつ も全身を水 に沈

め ます 。

世界 中の子供 たちは，什分 の一 を納 ある ときに受 け

る祝福 を知 っています。監督 は子供 たちを愛 してい ま

す。そ して，什分 の一 が子供 たちに もた らす喜 び と，

子供 たちが喜 んで什分 の一 を納 める ことを知 ってい る

ので， 監督 は子供 たちの心 の こも った什分の一の お金

を感謝 して受 けとります。

監督 は， プ ライマ リーや 日よう学校で子供 た ちを 助

け られ るよ うに， りっぱ な先生をいつ も用意 してい ま

す。

先生 は，子供た ちを愛 してい ます。 これ らのかわい

い子供 たちはどこで あ って もみな，熱心で信 仰があ り

忠実で親切な末 日聖徒の子供 た ちで あることを私 は知

ってい ます。 イエス さまは言 ってい ます。 「幼 な子 ら

をわた しの所に来 るままに してお きな さい。止 めては

な らない。神の国は このよ うな者 の国であ る」 と。
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ま っ く ら な

お へ や

まいばん ７時ごろにな ると， スチ ュ

アー トは，だれに もみつか らないよう

に，小 さな あなにか くれたい と，お も

い ます。 どう してか とい うと， まいば

ん ７時 になると，スチ ュアー トのおか

あさんが 「ねなさい ／」 とい うか らで

す。

一スチ ュアー トはおやすみの時間が大

きらいで した。 き しゃごっこやつみ木

をやめ るのがいやなので は あ り ま せ

ん。パ ジャマに きがえて，歯 をみ がい

て，お とうさんにおやすみのあいさつ

を して，おか あさん におやすみなさい

というのが，いやな．ので もあ りません 。

スチ ュアー トは， まっ くらやみが こ

わいので， おやすみ の時間が きらいで

した。 くらやみ の中 にあるへやの中の

もの もこわか ったのです。で も， スチ

ュアー トは， お とうさんやおか あさん

にだま っていま した。お とうさん とお

かあさんが電気 をけ し， ドア を しめ

て，下 にい って しまってか らも，へや

の中の ものがな くな るので はな くスチ

ュアー トのまわ りにぜ んぶ ちゃん とあ

りま した。

スチ ュアー トは 目を とじま した。で

もだ め，おへやの ものはまだおんな じ

にあることを， ちゃん と し っ て い ま

す。 スチ ュアー トは目を あけて， みま

わ しま した。

おへ やの中のものは，かいぶつ，大

きな りゅう， こわい トラ， そ して ムガ

ゴンのよ うです。

スチ ュアー トがせ かい中で いちばん

こわいの は， ムガ ゴンです。 なぜ な ら

ス チュアー トが じぶんでかんがえたか

い じゅうだか らです。 ムガゴ ンには ３

つ の目が あって， あた まにつのが あり

足 にはクモのよ うに毛が は え て い ま

す。 ムガゴ ンはせか い一 おそ ろ しいの

です。

スチ ュアー トは， なか なかねむれ ま

せ んで した。 まわ りのまっ くろなか い

ぶつた ちをに らんで， それ よ りそばに

こないで， とお もいま した。

やがてスチ ュアー トはねむ って しま

いま した。そ して あさにな ると， かい

ぶつ も， りゅうも， こわい トラも， ３

つ 目で足 に毛 のはえた ムガ ゴンもいな

くなって しまいま した。

ある日， ボブお じさんが スチュアー

トの ところへ あそび にきま した。

ボブお じさん はす てきな人です。い

つ もポケ ッ トに， スチ ュアー トにあげ

るプ レぜ ン トが はいって いるのです。

あめだった り，本だ った り，ゲ ームだ

った り， お もちゃだ った り。で もこの

ときは， ちが うもので した。 なにか，

なが くてまる くてか たいもので した。

スチ ュアー トは，包装紙 をやぶ りま
ｅ

した。

スチ ュアー トはさけびま した。 「あ

っ，かい中電灯 だ」。「あ り１が とう， お

じさん」

スチ ュアー トは，かい中電灯 で うち

じゅうをて らしてみま した。絵 や ラン

プや花や いす，かべの花 もようも。

か い中電灯 のプ レゼ ン トは，いま ま

でボブお じさんの くれ たうちで，い ち

ばんすて きなプ レゼ ン．．トで したσ スチ

ウ ィル マ ・バ テ ラー 作

フ ィ リス ・ラ ッ チ 絵

ユアー トはかい中電灯 が とて もきにい

ったので，ね るときもベ ッドの ところ

へ もって い きま した。おか あさんがあ

か りを け．して， ドアを しめて，下 へい

って しまってか ら， スチ ュアー トはか

い中電灯 をつ けて， くらやみ のなか の

ものをて らして みま した。 そ した ら，

とって もゆ うぎがで ま した。

ど うで しょう。

スチ ュアー トは， ぺやのなかになに

が あるか，は っきりみ ることができた

のです。

けれ どそ こに あったのは，かいぶつ

で も， りゅうで も， こわい トラで もあ

りませんで した。

ムガゴ ンで もあ りませんで した。

そ こには， いつ もいっ しょに あそん

で い るくまさんが いま した。 ピエ ロの

おにんぎ ょうや，青 い毛の ウサギ さん

や， ね じをま くとハ ッピーバ ースデ ー

の うたを うた うちゃいろの ワン ぐんが

い．ま した。

み んな， スチ ュアー トのともだ ちで．

した。

ズチ ュワー トは， こわが った じぶん

がおか しかった ことで しょう。か い中

電灯 をけ して， ま っくらや みのへや の

中の ものをみて も， ステ ユ．ア７ トは，

もうちρとも， こわ くあ りませ んで し

た。

スチ ュアー トは，ま くらを して， ま

っ くらやみに ニコニコ して，お ともだ

ちたちにいい ま した６ 「おやすみな さ

い。」 ス．チュアー トは，．す ぐにすやす

や とねむ りは じあま し．た。
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次 郎 の 願 い

丘 の上 の新 しい近代的 なホテルへ向か う車 が， お じ

いさんの小 さな旅館の前を砂ぼ こ りを まき上 げなが ら

通 りす ぎるのを見 るたび に，次 郎の心 は重 くな るので

あ った。見上げ ると，お じい さん とおばあ さんがかた

わ らに立 ってい た。

「止 ま らんの う。」 お じい さんは寂 しそ うにつぶ や

いた。 「こんな ちっぽ けな旅館 はもう時代遅れ なん じ

ゃろ う。」

「そんな ことはない よ， おじい ちゃん 。」次郎 は言 っ

た。 「東京 のプ ロ野球の チームが泊 まって るか らなん

だ。 みんな選手を見たいか ら集 ま って るんだよ 。」

「心配す るのはよ しま しょう，お じい ちゃん。 夏に

な った ら， またいつ ものお客 さんが来 て くれ ます よ。

そ した ら何 とかや って けますよ 。」 おば あさんは静 か

な口調で言 った。

しか し次郎 の目には， おじい さんの心配 そ うな表情

があ りあ りと見えた。お客 さんに来 て もらいたいのは

今 なのだ，夏 じゃない。番頭 さんや板 前 さんに給料 を

払 うに もお金がな いのだ。 しか し次 郎 には １つの確信

があ った。 「どんな人で も， １度 うちに泊ま った らき

っとまた来 て くれ る。だ って丘の上の ホテル は， うち

のように， おい しいす き焼 きやてんぷ らを食 べ さ して
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くれ ないよ！」次郎 は 目を輝 かせて言 った。

「お りが とう，次郎 。」 おばあさんは うれ しそ うに

言 った。 「さ，遊 ん どいで。 みんな練習場 に見に行 っ

て るん じゃないのかい。 ほ らあの東京 の連 中がや って

る，何 て言 ったけ， ほ ら， ボール を棒で打 って走 るや

つ … … Ｑ」

「おば あちゃん，野球 の こと？」次郎 はおか しさを

こ らえなが ら言 った。 「その うちわか るよ。 ぼ くは 日

本一 の ピッチャーになるんだ。その時はお じいち ゃん

とい っしょに見 に来てね。ぼ く，た くさんお金 を もう

けて くるよ。 そ した らもう心配 しな くた っていいか ら

ね。」

おばあさんはやさ しくほほえみなが ら次郎 に 言 っ

た。 「そ した らだれ よ りも次 郎 に応援 してや りま しょ

う。 さ，：遊ん どいで 。」

丘 をかけ登 りなが ら練習場へ向か う次郎 の胸に は，

何 かひ っかか るものがあ った。次郎 は， お じい さんた

ちを何 とか助けたか った。 ユ人 で もいいか ら，選手た

ちに うちで食 べて もらった ら，ほかの人た ち もき っと

来 て くれ る。 しか し， いつ も選手 を取 りまいている フ

ァンの人た ちを押 しの けて選 手 と親 し くなるのは大変

な こ とだ った。

友だ ちの敏夫が練習場で待 っていた。

「次郎，早 く来い よ。」敏夫の黒い 目が輝 いていた。

「ぼ くら，バ ッ トボーイの仕事をたの まれたんだよ 。」

次郎 の心 はおど り上が るようだ った。親 切な人た ち

ばか りなので選手 と話す のは簡単だ った。 しか し，次

郎 がていねいに頭 を下 げて， お じいさん の旅館の おい

しい料理 を食 べに来 て くれ るよ うに話 して も，みん な

笑 って首 を横にふ るだけであ った。

気 落 ち した次郎 だ ったが，練 習を見 てい くうちに，

しだいに心が燃 えて くるのに気 づいた。 きらと金 田さ

んの よ うな ピ ㌦チ ャーにな ってみせ る。

練習 も終わ りに近づいた時１ ボールが次郎 の頭 の上

を こえて飛 んで行 った。急 いで走 って行 って ボールを

ひ ろうと，次 郎は，外野手 の吉 田選手へ 力い っぱい，

ま っす ぐに投げ返 した。

「ナイス ボール！ 君は選手 になれ るよ。」「あ りが

と う。」 次 郎 は うれ しそ うにに っこ り笑 いなが ら言 っ

た。 「ぼ く， ピッチャーにな りたいんです 。」「そいつ

はいい 。」 吉 田選手 も笑いなが ら答えた。 「す まない

が上着を取 って きて くれないかな。向 こうの更 衣室に

おいてあ るんだ 。」

次郎 は うなず いて，練習場 を急いでか けて行 った。

更衣室 に入 り，上着を取 って 出て行 こう と し た 次郎

は，床 の上 に落 ちてい る皮 のさいふ に目が止 ま った。

中を見 て次郎 は 目を ま るくした。 お金 がぎ っしりつ ま

ってい る。一 今 まで見 た こともないよ うなた くさん

のお金 が一 それ は，番頭 さんや板前 さん の給料を何

カ月分か払 って もまだ余 るよ うなお金だ った。

次 郎 は手をふ るわせ なが ら， さいふをす ばや くボケ

／

噛

硫

ッ トにね じこんだ。 「毎 日少 しず つお じいち ゃん にあ

げよ う。い ろんな用をた してあげたお礼 に選手 か らも

らった って言 えば，だれ も疑 う人はいない。選手 がお

金を た くさん持 って ることはみんな知 って るんだ。」次
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郎はそう考えた。

更衣室を出ようとした次郎は，突然むなしい気持に

おそわれるのを感 じた。それは， 自分が当然 もらえる

お金を受け取 ったような気持ではなく，必要 としてい

る人からお金をぬすんでいるような気持だ った。

ｌｌｌ
１［

◎

婁

ｌｌ

＝ ；

ぬすむ！ その言葉 は次郎 の胸 につ きささ った。次郎

は首 を横にふ った。 「何 ではず か しい ことだ。 こんな

ことを した ら，お じいち ゃんやおばあち ゃんだ って は

ずか しい思 いをす ることにな る。」 さいふを ポケ ッ ト

か ら取 り出す と，次 郎は急いで吉 田選手 の ところに走

って行 った。

「はい，上着です 。」 次郎 は言 った。 「それか ら，

７６

、

これを見つ けま した 。」 そ う言 ってさいふ をさ し出 し

た。

吉 田選手 は笑 って， 「金 田のだよ。 あいつ はそそ っ

か しいやつだか ら。彼にわた して くれ るかい。で も早

く行かない と帰 って しま うか も しれ ない。」

次郎 は大急 ぎで通 りへ出 ると，車 に乗 りこもうと し

てい る選 手た ちにむか ってよびかけた。

「金 田さ一ん
。」

金 田投 手 は，次郎 の声 を聞いて車 か らお りた。 「あ

あ，お じい さんが 日本一 の旅館 をや っている ってい う

ところの子だな 。」

次 郎は金 田投手 に さいふ をわた した。 「これ，更衣

室で見つけ ま した。」

「あ りが とう，坊 や。」 金 田投手 は， さいふの 中か

ら数枚のお札 を出 して言 った。 「これ は， とどけて く

れたお礼 だよ 。」

次 郎はち ょっとため らった。 うしろか ら走 って来た

敏 夫が耳 もとで ささやいた。「もら っとけよ。」

次 郎は首 を横 にふ った。 「ぼ くお金 はほ しくあ りま

せ ん。で も， も しよか った らうちの旅館に来て くだ さ

い。それ だ けでいいです 。」

金 田投手 はに っこり笑 いなが ら言 った。 「ああ，い

い とも。」 次郎 は喜 びのあま り飛び上 が った。

ぶ らぶ ら歩 きなが らや って来 た吉 田選手が話を聞 き

つ けて笑 いなが ら言 った。 「金 田，次郎君 はいつか君

の ライバ ルにな るよ。君 には言わ なか ったかい。 ピ ッ

チ ャーにな りたいそ うだ。」

金 田投 手 もほほえみなが ら言 った。 「な るほど。 ピ

ッチ ャー向 きのか らだを してる。 あ した，学校 が終わ

った ら来 ないかい。練 習のあ とでみ んなにい ろい ろ教

えて あげよ う。」

次郎 はうれ しさのあま り，空 に向か って大 きな声で

さけびたい気持 だ った。 「き っと行 きます， きっと行

きます，金 田 さん。」
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「あ な た が 改 宗 し た 時
、

七十人最高評議員会会員

Ｓ・デ ル ワー ス ・ヤ ング

「……それで
， あなたが改宗 した時

には，兄弟 たちを力づ けて や り な さ

い。」（欽定訳）主 は御 自身 の偉大 なる

犠牲 のために， 自らと使徒 たちを備 え

るに 当って，ペ テロに こう言 われた。

この言葉 はペ デロを驚 かせたに違 いな

ｉい。事実 ペテロは この言葉 に心 を痛 め

て次 のよ うに言 って いる。 「主 よ，わ

た しは獄 にで も， また死 に至 るまで も

あなた と御一緒 に行 く覚悟です 。」 そ

こで主 はペテ ロに言 われた。「き ょう，

鶏が鳴 くまでに， あなたは三度 わた し

を知 らない と言 うだ ろう。」（ル カ２２１
、、．．

３２－３４）

マルコの記録で は，ペ テロが熱 心 に

献身 を申 し出る と，残 りの使徒 た ちも

次 のよ うに後 に続 いたとな って いる。

「みんなの者 もまた
， 同 じようなこと

を言 った。」（マルコ１４：３１） しか し

その時がやって来 て， ひ とりの女中か

ら使徒 であ ると言 われ る と， ペテロは

７７



知 らないと打ち消 した。そ して残りの

１０人も同 じように，今まで言っていた

ことをひるがえ して，誓った通りのこ

とをしなかった。

ペテロは３年の間，常に主と共にあ

って働いた。 しか し主か ら 「あなたが

改宗 した時」と言われた言葉を耳に し

なが ら，その意味を理解 していなかっ

たようである。

ここで話は変わって，十字架上のは

りつけとなる。 これは人が考え出 した

死刑執行方法の中で最も苦痛を伴うも

のであり， この死を目に した人はだれ

しもひどく心をかきむ しられずにはい

られない。それから復活が起こる。地

上で初めて起こったこの復活は，喜び

と希望に満ちたよみがえ りとなる。主

はこの世を去 られた。そ してそのみ業

を，常に御自身と共にあった１１人の手

に委ね られた。 しか し彼らは， ３年も

の間主のみ言葉に耳を傾けて い な が

ら，主の意図するところを完全に理解

することができず，主の死刑執行を迎

えた。復活された主の体に触れても，

聖霊が下 って燃える火で魂を揺すぶら

れるまで改宗という意味を理解できな

かったのである。

主が捕われの身となった夜にためら

いなが ら弟子であることを否定 したペ

テロと，ペンテコステの日の霊感され

鑑

無饗 』

た ペテロの行動 とを比べてみ ると，私

た ちには改宗 とは何 かがわか る。 ペ ン

テコステで前へ進み出た人は，おそ る

おそる 「そ の人の ことは何 も 知 ら な

い」（マル コ１４：７１） と言 い張 った時

とは人が変わ った ようにな っていた。

またバ プテスマを終えて聖霊 を受 け，

勇敢 にもアグ リッパ王の前で真理 を告

げたパ ウロは， キ リス ト教徒 を探 し出

して滅 ぼそ うとダマスコに出かけてい

た時 とは，す っか り変わ っていたのだ

った。

ペ テロは信 じ，そ して否定 した。そ

れか らペ テロは改宗 し，サ タンの力 も

及ぼな い岩 とな った。（マタイ １６：１８

参照）真実 の力強い内な る力に動 かさ

れた彼 は，何 ものを も恐 れない毅然 と

した人 とな ったので ある。一方パ ウ血

は信 じていなか ったため に， 自分は神

に仕えてい るのだ と考えて迫害を して

いた。そのパ ウロも改宗 してペ テロの

ようになった。

改宗 は，地上 にお ける主のみ業を守

り， 広め るための決 意 と力 を も た ら

す。 この改宗 は人が火のバプ テス マを

受 ける時，すなわ ち聖霊 の証 し人 とな

る時に起 こる。

そ してすでにペ テロに与え られてい

た鍵はすべ て，改宗 を境 に して彼 にと

って真 に意 味の あるもの とな った。今

や彼 は主 のみ業 を全世界 に広 めるため

に，．全責任 とい う重荷 を一身 に受 ける

ので ある。十二使徒 の残 りの者 たちを

導 き，伝道 の業 を異邦人 たち と組織 さ

れ た教会の支部 に行 きわた らせなけれ

ばな らなか った。

１１人 の者 たちはみな慰め主 を受 けて

いたが， まだ実際 に，経験 した ことの
も

あ．る者 はいなか った。 この慰 め主 によ

り「，彼 らはすべての ことを教 え ること

がで き，すべての ことが明 らかに され

た。 さ らに慰め主 によらないでは教え

るべ きで はなか った 。（教義 と聖約４２：

１４参照）

世 の人 々に教 えるとい う重 い責任 が

彼 らのものとな った。一体彼 らは 世界

につ いて何を知 って いた とい うのであ

ろうか。 その広 さと大 きさとを。彼 ら

はローマについて知 っていたが，それ

は名前だ けのことで あった。 アテネや

ア レクサン ドリアの ことも 聞 い て い

た。 ダマスコや ツロ，エペ ソ， シ ドン

につ いて はかな り知 っていた。また言

い伝え によって エチ オ ピアの ことを知

って いた。 しか し，彼 らにとって 「世

界」 は漠然 と した状態で しか写 らなか

ったので ある。

それで も彼 らは勇敢 に業を始めた。

み たまのささや きが あり，新 たにみた

まにふれ た １人 １人 は自分の行 くべ き

地を， アテネ， エペ ソ， あるいは ロー

マで あると知 った。 そこに着 くとみた

まがさ らに別 の地を ささやいた。そ し

てまた別 の地へ と出か けて行 ったが，

やがて彼 らは当時知 られていた世 界の

ほ とんどを巡 り歩 いたに 違 い な い。

パウ ロの旅 につ いて は書 き残 して くれ

た人 もいる し，１４にも及ぶパ ウロ自身

の書簡 が残 され ているので私 た ちも知

っている。 しか し他 の弟子た ちが行 っ

た所 については大部分が 口 伝 え で あ

る。

今や事情 も変わ って きてい る。現代

は末 日で あ り，今 日の私 た ちは教 会の

占める範囲を知 って いる。地球上 のど

の国の位置 も， また各地 へ行 く手段 を



も知 ってい る。 そ して私 たちは気候 や

他の 自然現 象か ら起 こるべき ことを予

測 でき るし， ど こへで も行 け る方法 が

あ る。

１１人 の使徒 たちは主 の昇天を見た と

証 し， ジ ョセブ ・ス ミスは主が天か ら

下 りた もうのを見 たと証 した。 さ らに

天父が昇栄 された愛す る御子 と共 に立

たれ ためを見 たと言 って い る の で あ

る。

過去 において私 た ちはバ トモス島で

ヨハ ネが天使の訪れを受けた ことを知

った。そ して今 日，私 た ちは多 くの天

使 たちす なわ ちモロナイ， バプ テマの

ヨハ ネ，ペ テロ， ヤコブ， ヨハ ネ， モ

ーセ
，エ ライ ヤス， エ ライ ジャが訪 れ

て，それぞれの鍵 を明 らかに し， ジ ョ

セ フ ・ス ミスに渡 した ことを知 ってい

る。

私 たちは 自分 の目で，古代 の予言が

数 多 く成就 されよ うとしているのを，

あ るいはすでに成就 され たのを見て い

る。

私 たちは出て行 ってどのように教 え

るべ きかを知 ってい る。 いか に人々を

探 し出 し，興味 を持 たせ るか も知 って

い る。 そ して正 しい教 え方 を取 り入れ

る方法 も知 っている。私 たちに今必要

な ことは， １人 １人が改宗を し，立 ち

上が って知識 の力 とみ たまによって出

て行 くことで ある。主がペ テロに言 わ

れた 「あなたが改宗 した時 には， 兄弟

たちを力 づけてや りな さい」 とい う勧

告は真 に今や実現す る時である。ペン

テコステの日に聖霊がペテロに下 って

共にあったように， この聖なる賜は私

たちにも惜 しげなく与えられ るのであ

る。１８３０年以来，私たちには指導者と

忠実な会員を導 き強める聖霊の力が与

えられている。今や福音は宣教師や会

員たちの熱心でたゆまぬ証により広め

られ，全世界の ３分の２に及ぶ地域で

教会が組織されている。 しか もなお無

数の人々に伝えなければならないので

ある。

１８３０年か ら１８４６年にかけて，全家族

がみ業に携わったことがあった。彼 ら

は隣人たちに声をかけた。すべての人

が参加 したのである。父親は少 しでも

ひまを見つけると出かけて行 って教え

を宣べ伝えた。家にいる子供たちも手

伝 った。父親が留守にしている間を補

うために一生懸命働かなければならな

かったからである。

１８４６年以後，聖徒たちがユタの山あ

いの盆地に移動 してからは，家族はそ

れほど参加 しなくなった。父親は時々

しか出かけなくなり，息子たちの方が

出かけて行 くことが多 くなった。２０世

紀を迎えると，息子たちは実際に旅 に

出て，伝道する責任を持つようになっ

ていった。その頃，家族たちは自分た

ちのなすべきことが出かけて行 って教

えたり，あるいは伝道 したり友だちを

作ることではな く，宣教師を助けるこ

とだと考え始めた。

今や相互関係が確立されているので

あるか ら，私たちは当初の状態に立返

り，家族が参加する時 で あ る。父 や

母，そして子供たちは耳を傾けそうな

人を探 し出すために共に大 きな努力を

するであろう。この努力があってこそ

ペテロがせよと命じられた兄弟たちの

力づけができると言える。宣べ伝える

べき相手を探す時に彼 ら自身が強めら

れ，改宗するであろう。それによって

他の兄弟たちが強められ，やがてすべ

ての人が神の御子の栄光を目にし，福

音が転が り出でてついに全地 に充 ち満

つるというみ ことばが成就されるのを

証するのである。 （教義 と聖約６５：２

参照）

教会の七十人は啓示によりこの業に

召されている。そ してこの業が秩序正

しく行なわれるよう，仕事に関 しては

詳細にわたってはっきりと決められて

いる。すべてのワー ド部では，七十人

の伝道主任が監督の指示のもとに伝道

計画を立て，伝道を管理 している。ま

たホーム ・ティーチャーも重大な責任

を抱えており，すべての末日聖徒の家

庭が非教会員の隣人たちと友だちにな
＼
って宣教師を紹介するよう勤めるので

ある。以上方法は数多 くあるが，忘れ

てならないことは福音は人の霊を救 う

ということである。兄弟たちよ，改宗

しようではないか。そしてみ業を広め

よう。あなたがたにはスヒ。リットが宿

っているのだ。さあやってみよう。

私たちを導 く大管長会や十二使徒を

見てみよう。彼 らの行ないには改宗の

結果が見 られるであろうし，ペテロの

ように聖霊に満たされてその任にある

ことをあなたたちに証 しているのだ。

彼 らは現代において主か ら召された指

導者である。彼 らの指示に従い，私た

ち自身が改宗 して兄弟たちを力づけよ

うではないか。

私は主イエス ・キリス トがこの末 日

のみ業を導きたもうていること，そ し

て生きたもうていることを 知 っ て い

る。この福音は主が回復 したもうたも

のである。これらのことをイエス ・キ

リス トのみ名に．より証する。

アーメン。
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次にあげる文章は，英国のマンチュスターで開かれた教会

地域総大会での説教を抜粋したものである。

愚かな青年男女が口にする言葉を聞いたことがある。 「他

人を傷つけない限 り，自分たちの欲望を満たそうとしてどこ

が悪いというのか。」 また芸術とワイセツの判断がつきかね

て，好色な文学や絵画，写真などについて尋ねる人もいる。

ところで，主は私たちに善と悪を判断する手段として真理を

与えられておられる。偉大なる予言者モロナィは 言 っ て い

る。 「あなたたちは善悪を判断する自由と権利を与えられて

いるばかりでなく，その判断の方法は真昼と暗夜とを区別す

るように，誤 りなく完全に知れるほど明 らかである。すべて

の人々はみな，善悪の区別を弁えるためにキリス トの 「みた

ま」を授か る。さて今私は判断の方法をあなたたちに教えよ

う。善を行えとすすめ，またキリス トを信ぜよとすすめるも

のはみなキリス トの権能によってその賜として来るのである

か ら，それが神か ら出たことは何の疑いもな く充分確に知る

ことができる。」（モロナ・イ７：１５－１６）

さて このことは宗教的な事柄のみな らず，普通の生活につ

いても真理である。 もし神と御子イエス ・キリス トを知るこ

とから遠 く離れるような教えがあるとすれば，それが悪魔か

ら出ていることがわかるのである。その反対に真理であれば

あなたは救い主を受け入れる気持へと導かれるであろう。至

極簡単なことである。

第一副管長

ハロル ド・Ｂ ・リー

什分の一 と断食献金は，神の王国の財政に関する律法にお

いて本質を成す ものである。ジョセブ ・Ｆ ・ス ミス大管長は

言われた。 「この原則により，この教会の入々の忠実な心は

試 しを受けることとなる。この原則により，神の王国に従う

者 と逆 らう者とがわかるであろう。またこの原則により，い

ずれの人の心が神のみこころを行なうものであるかがわかる

であろう。」

管理監督会副監督

ビ ク タ ー 、Ｌ ・ブ ラ ウ ン

愛する友よ，私たちが悪魔と仲良 くすることのないように

望みたい。私は 「大入の楽 しみ」という言葉が嫌いである。

大人に向いていて子供には向いていないなどというものは，

どこか卑 しく，不道徳で露骨なもの，邪悪なものではないだ

ろうか。私たちが買っている書物，読んでいる雑誌，行 って

いる娯楽の場，あるいはその他のことで悪魔に有利な条件を

与えてはならない。

十二使徒評議員会会員

リチャー ド・Ｌ ・エバンズ

モルモン経の中に，非常に簡潔な文章で述べられた注 目す

べき２つの短い教えがある。 １つは 「人類が現世に在るのは

幸福を得んためである」であり，今 １つは 「罪悪は決 して幸

福を生 じたことはない」である。私はこれ以上簡潔にこの教

えを述べ伝えることはできない。

十二使徒評議員会会員

リチャー ド・Ｌ ・エバンス

あなたがたは人 の価値 をどの程度 に見て いるだ ろうか。私

はボス トンでの出来事 について話 そうと思 う。昨年の冬 はか

な りの寒 さだ った。２月 も終 りに近 づいた頃 で，川や湖 も氷の

とけ始 めてい るところが あった。だれ も知 らな いことだ し，

もちろん人 に知 らせ るほどのことで もな いが，一匹の小 さな

雑種 犬がボス トン港 の中 を歩 いていた。恐 らくどの犬 もや る

よ うに何 かをかぎまわ っていたのだと思 う。岸か ら４００メー

トル ぐらい離 れた ところにさ しかか った時， その小 さな犬を

のせたまま氷 が割 れて しまった。犬が気がつ いた時 には，困

った ことに割 れた氷 は動 き出 して いた。 ち ょうどオ ール ド ・

ミステ ィック橋 を通 りがか った人が この有様を見て，消 防署

に連絡 を した。 それか ら鎖 のは しごとその他の装備を携えた

消 防署 の車 が とんで来 た。話が広 まって， さ らに警 察や市，

数 人の都市行政委員 たちまでが集 ま り， ボス トン全市を あげ

て この小さな犬 を救 おうと した。気の きいた新聞記 者がその

マ ン チ ェス タ ー コ ン フ ァレ ン ス



日計算 したところによると， この小 さな犬 を救 うためにボス

トン市は １万 ８千 ドルを費 したそ うであ る。

私 はこの ことを人間にあてはめて考 えてみ た。神 の霊の子

に代わ る代価 があ るだ ろうか。 もちろんない筈で ある。

七十人最高評議員会会員

ポール ・Ｈ ・ダン

私たちはみな，家族を捜 し出 して宣教師たちに紹介す るこ

とが大切である。これこそ指導者たちが繰 り返 し強調 してい

る「すべての会員は宣教師である」という言葉の神髄である。

七十人最高評議員会会員

ローレン ・Ｃ ・ダン

我が国， そ して私 の知 る他 の諸 国において も， あなた方 の

ような考えは悲 しいかな劣勢 を被 ってい る。 しか し神 のみ業

はつねに人々の横 柄な 目や驚 いたよ うな眉，軽蔑 した唇，抜

け目ない意見 などをず っとその身 に受 けてきた人，確か にそ

の ような人に よってな されて きた ことを知 らなければ， マ ン

チエス ター， ロン ドン，ニューヨーク，ブエ ノス ・アイ レスな

どの街角を歩いて も大 きな失望 を受 け ることは間違 いない。

十二使徒評議員会補助

マ リオ ン ・Ｄ ・ハンクス

つねに信 じて きた ことで はあ るが，私 たちが受 けるにふ さ

わ しければ， 自分に とって本 当に必要 な導 きを与 えて くれ る

みた まの力を，私 は前 に も増 して信 じている。

十二使徒評議員会補助

マ リオ ン ・Ｄ ・ハンクス ．

参照として教義 と聖約から次の １節を選んでみた。
「わが律法を受けてこれを行なう者はすなわちわが弟子に

して，わが律法を受けたりと言いてこれを行わざる者はわが

弟子にあらず。これらの者は，汝らの中より追い 出 さ るべ

し。」 （教義 と聖約４１：５）

キリス トがわが弟子になるようにと言 った勧めは全人類へ

の もので ある。すべての人々に向けて言 ってい るのであ る。

そ して キ リス トの召 しと約束は次のよ うに述 べ られている。

「すべて重荷を負 うて苦労 してい る者は，わた しの もとにき

な さい。 あなたがたを休 ませてあげよ う。」（マタイ１１：２８）

イエ スは御 自身の招 きに対 して値 段をつけた りはなさ らな

か った。 もちろん これは，代価がい らない とい うことではな

い。代価， それ も実 に真の代価 ，すなわ ち行 ない とい う代価

が いるので ある。

十二使徒評議 員会 会員

マ リオ ン ・Ｇ ・ロムニー

すべ ての会員 は指導者 と しての力を秘 めてい る。今 日は従

う者で あって も，明 日は指 導者 で あるか も しれないのだ。 こ

の教会 は実 に多 くの機会を有 してい る，，そ してすべての召 し

を通 して奉仕の機会が与え られてい る。私 た ちは召 しが与 え

られ る とよ く次の ように 自問 してみ る。 ｒなぜ私 に この召 し

が与え られ たのだ ろうか。私 よりもふ さわ しい人 が ワー ド部

あるいは支部の中に いるではないか。」 しか しなが ら，主 は

私 たちの能力や可能性 につ いて私た ち以上 に知 りた もうこと

を忘れて はな らない。私 た ちが召 され るのは，現在 の私 たち

で はな く将来の私 た ちのためで あることが非常 に多いのであ

る。

十二使徒評議 員会補助

ヘ ンリー ・Ｄ ・テイ ラー

私 た ちに恵まれてい る特 別な賜物 ，すなわち知性 や肉体的

な能力，時間，金銭，そ して多 くの機 会は主 か ら来 てい るも

の である。 これ らは私た ちが使 うために与 え られ た。決 して

しまってお いた り隠 しておいた りす るためではな く，使 うた

めの もので ある。

一卜二使徒評議 員会会員

ハ ワー ド ・Ｗ ・ハ ンター
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ここに繊瞳 番⑬糠、ら教禽め教嚢を教える彪めでなく灘饒妻 ♂

物事について私が両親と違う考えを持 って

いることを，どうしたら両親にわか ってもら

えるで しょうか

一般的に言って，両親 と子供は違 った見力をする

ものてす。て も，あなたのご両親はそのことを知っ

ているということを，胸にとどめておいて下 さい。

そのことをこ両親に注意する必要はないのです。重

大な相違か出た時に私たちが考えなければならない

のは，関係する人みんなにとって最 も良いように解

決するにはどうしたらよいかということです。

ご両親が，あなたか見ることのできないでいる危

険な場所や石やわなを知っているというために生 じ

て くる相違 もあることで しょう。それぞれの世代に

育った人が，何年か前には束縛のように思えた教え

が，自分が成長 してみると賢明な助言に思えると，

両親に感謝 しているのを見 ると，私は感慨を覚える

のです。

もし，重大な意見の相違が起きた時には，両親も

若者 も 「主の目か ら見れは何が正 しいのだろうか」

と自分で考えてみるとよいと思います。教義と聖約

６８：２８に出ている，主が両親に与え られた助言を読

んでみるとよいで しょう。 「また両親はその子供た

ちに祈ることと，主の前に正 しく歩むこととを教え

ざるへか らす」これは両親に対する戒 め で す が，

「理解せ しめざれは，罪その両親の頭に留るべ し」

と言われています。もし両親との相違が，福音の教

えか らあなたか離れたためのものであるなら，誠実

な両親はその ことをあなたに教えてあげたいと切に

願うに違いありません。その時の問題は両親 との不

一致ではな く，天父やイエス ・キ リス トとの不一致

となります。

家族内の意見の相違をうまく解決するための方法

をいくつかあげましょう。

１，主のみこころを知りたいという望みを持って

聖霊の助けにより良い解決が得 られるよう，真

心か ら祈 りなさい。

２，建設的な考えを発表する機会か全員に与えら

れる家庭のタベに，まじめに参加しなさい。

３，他の時に話 し合った方がよい場合には，家族

がおだやかでなごやかな気持のよい時を選びな

さい。

４，あなた方の相違か，モグラ塚のようなこの世

だけに大切な事柄でないかどうか確かめて下さ

い。 これから１０年たったときに大切だと考え ら

れないような事柄のために，お互いの愛の気持



を こわ して はな りません。

５，話 し合いは早い うちに しな さい。堪 忍袋 の緒

が切れ るまで延ば してはいけません。

６，両親の言葉 に耳を傾 けな さい。話 を聞き終 っ

てか ら， 自分の話を聞いて もらいな さい。 で も

両親 も若者 も自分の問題 について しゃべ りすぎ

ることがお うお うに してあ ります。正 しく用 い

られ る沈黙 は黄金です。

７，両親 にあなたの見方について考 え させてご ら

んなさい。急がせて，良 くない決 定を して しま

わないように，上手 に頼 まな くてはな りません 。

８，他 の何がだ めで も，忍耐だけは失わないで下

さい。「それ もまたよい」とい う大事な言葉 を覚

えて いて下 さい。両親の助言 に従いた くない と

本 当に思 った時 には， あなた 自身の結論をよ く

考 え，検討 してみて下 さい。私 は自分の側 か ら

見て良 い と思われ る理由を １つずつ取 りあげ，

それが本 当に良 い ものか どうかを考えてみ るこ

とに していますが， とて もよい方法だ と思 って

います。 そのように してみ ると，や っぱ り良 く

ない と思 う事柄が時 々あ ります。 あなたが 自分

の理 由について検討す る時 にも， きっと私 と同

じだ と思 います。

最後に もうひ とつ， これまでの私 の答 えは相違点

についての質問に対 す るもので した。相違 を見 た り

感 じた りす ることは容易 です が，両親 と一致す る こ

とを忘 れてはいけません。福音 や， お互 いに対す る

愛，数 々の良い経験 いっ しょに過 ごす楽 しい時間，

い ろい ろな思い出， 多 くの犠牲，共通 の信条， さま

ざまな事に関す る理想 など。 自分 で数 えあげれば，

両親 と自分の間にいかに多 くの一致点が あるか にき

っと驚 くことで しょう。９９パーセ ン トが一致で きる

に もかかわ らず，・両親 との触 れあいの中 のた った １

パ ーセ ン トで しかない相違 を とσあげて，わ ざわ ざ

それを大きくしてしまうことは，ばか らしいではあ

りませんか。若者がそのようにしたあげ く，誠実で

永遠にあなたのことを心にかけて くれる友だちがな

かなか得 られない時にも，最良の友でいて くれる両

親 との大切な関係をこわ して しまうのは，なんと悲

しいことでしょうか。

アーネス ト・Ｌ ・エバハー ド・ジュニア

管理監督会事務局

アロン神権部マネージャー

末 日聖徒の 男性が少 ししか いな い小さな支

部や ワー ド部 にいる姉妹が，教会員でない人

とデー トをす るのはどうで し ょうか

デー トというものは，仲間に受け入れ られるとい

う意味を持ち，友人を得るだけでなく自信を得るの

にも役立ちます。私の娘たちも末日聖徒の男性が少

ない所に育ちましたか ら，このような質問を持つ人

の気持や理由がよくわか ります。

でもこのことにつ．いては，その人その人の行動の

標準や目標の方がまず重要だと思います。主の神殿

で結婚することは末 日聖徒の女性にとって一番の願

いですので，デー トの問題 もあなたのその夢をどう

した ら実現で きるか ということにな って きます。

どんな関係 において も，私 た ちはギ ブアン ドテー

クです。女性が守 って いる標準 はデ ー トの時に も尊

重 され，男性 の考え方や行 動に影響 を及 ぼす ことで

しょう。 キ リス トに従 う私 た ちは，世 にあ りなが ら，

世の もの とな って はな りません。私 た ちのまわ りの

人 々が私 た ちの行 ないや原 則を知 ることが大切 なの

です。

男性の長髪はいけないのですか

精神面を抜 きにして良い悪いが決められることは

しば しばありますが，髪の長 さや靴の型，背広のス

８３
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タイルなどは神 の目か らみて良 いとか悪い とか言 わ

れ るものではあ りませ ん。 しか し， それ は着て いる

人 の態度や気持 を示 す もの と言 えるで しょう。古 い

時代か ら，若者 は，程度 は違 って も大人 とは違 う自

分た ちのスタイルを生 み出 してきま した。 ある時 は

モグ ラ ・ズボ ン，ブル ドッグ刈 り，男性 の くさび飾

り靴，女性の ロングス カー トで した。衣服 も家 も車

もさまざ まな ものが常に変 っていきます。現代 は多

くの若者が髪を長 く厚 くしたが る時代 です。大人 で

さえ も，厚 くふ さふ さ した髪の人がいます。

しか し最近 は，急進的な人々や テ レビや新 聞でよ

く見 られ る麻薬使用者が好んで長髪 にす るよ うにな

って きま した。その結果，そ うではない若 者 もそれ

らの反抗者 のシンボルを とりいれて，他の人々 とは

違 う自分 を主張 します。そ してその ような若者 に，

急進的 な人物 という レッテルを はる大入が出て くる

のです。 またそのような髪を してい るのを見て， あ

なた もいわゆ る長髪 の人 々の仲間で，彼 らの主 張に

共感 し，麻薬 にふ けった り，反抗者 にな らない保証

はない と考 え るか もしれ ません。

問題 が起 き るのは，服装 などの外見で交際が決 ま

るとい うこです。 それ はだれで もわか ることです。

両親 は， あなたが違 った世界 の入 たち と交際 して は

いないか と不安にな って きます。 そのため， あなた

の ことを心配 します。

さて， あなたもあな たの両親 も，末 日聖徒 として

「よき聞 こえある こと
， ほむべ きこと」を代表 して

います。両親 にとって，長髪は肯定 的 よりは否定的

な ものです。人間の行 動のほ とん どにおいて，過 ぎ

るという ことは不安定な ものです。 もちろん，大人

が それも成長 の一過程 で あり， 自分 に とって価値 あ

るものを見 出 した いための行動 であ ると理解 して く

れるな らばよいのですが。 しか し，末 日聖徒 であ る

あなたはイエス ・キ リス トの福 音を持 ってお り， そ

こに こそ，真 に価値 あ るもの， あなたに この世で も

の ちの世で も幸福を もた らす ものが存在 す る の で

す。私 た ちが，人 々の中にあ って， 「ききめをな く

した塩」で はな く 「山の上 の光 」 とな るたあには，

価値 ある福音 に近 くあらねばな りません。

もし私 たちが福音の役割や人 々に よって福音 は ど

んな意味 を持つのか ということを考え るな らば，髪

の型 がどうか という ことは大人 にも若者に もたい し

た問題で はな くな り，福音 の中 にあって無理解 の壁

は くずれ ることで しょう。 そ して あなた は， 自分が

な りたい入物 を代表す る型 を選ぶ ことがで きるよう

にな るに違 いあ りませ ん。

Ｃ ・ラバー ・ロックウ ッ ド

ユタ州社会奉仕部麻薬課長

系図はなぜ大切なのですか

末 日聖徒たちにとって，系図はもっとはるかに重

要な事柄を成 し遂げる道具であるか らこそ大切なの

です。私たちは， 自分たちが文字通 り天父の霊の子

供であり，家族の関係は永遠であると信 じて い ま

す。また，家族はこの世だけではなく，永世に結ば

れることができると信 じています。

私たちは家族関係を明確にするため，できるだけ

さかのぼって記録を集めます。それが系図です。そ

して神殿に行き，神様から言われた救いのための神

権の儀式をとり行ない，各個人を結び固めて永遠の

家族 とするのです。系図と神殿の仕事の目的 といえ

ば，永遠にわたって家族生活を持続 させ，愛 し敬い

おそれている私たちの天父のみまえに，家族が栄え

ある復活体をもって集まることです。

神の生みたまい し独 り子イエス ・キリス トにより

永遠の父なる神の家族に加わる資格を得たいと願う

すべての人を結び固めるという，非常に大切な目的

を遂げるためのたった １つの手段であるがゆえに，



その仕事の道具として系図が大切なのです。

セオ ドア ・Ｍ ・バー トン長老

十二使徒評議員会補助

私 は宗教が 自分の身についていると感 じる

ことができ ません。それで，成 人映画や現代

の道徳観の上 に立 った小説 を読むのはどうで

し ょうか

私たちのうちの多 くが， １００パーセントの時間を

宗教に打ち込むのはむずか しいと感じていることと

思います。まことの宗教は私たちの内にある最良の

ものを要求 しますが，全身全霊をもって努力するこ

とがいつも容易であるわけではありません。宗教生

活の要求するところが自分の力を越えていると感じ

始める時，心が重 くなるのは人間としてまった くも

っともなことです。ある人にとっては時間が問題と

なってくるでしょうし，またある入にとっては，教会

で会うと気まずい人がいるとか，また禁 じられてい

ることに心を奪われる自分をなかなかおさえられな

いとかいうことが起きてくることで しょう。「どうも

教会の中にすっきりとけこめない」 と感 じる時，も

し助けて くれる人がなかったら，そのような誘惑に

抵抗するのが困難になるか もしれません。 しか し，

私たちの問題をすべてご存知で，人生最良のものを

得たいという私たちの望みをよ く承知 しておられ る

救い主が，援助の手をさし伸べていて下さいます。

救い主は私たちを助ける資格を備えたただひとりの

お方 と言えるのではないでしょうか。 ここで，みな

さんか ら出された問題について，イエスの教えの中

からそれに関連 した一番大切な教えをとりあげて考

えてみましょう。思いが大切で力あるものだという

教えについてみてみます。私たちの行動は思いによ

って決定 されるため，イエスは繰 り返 し，心に平安

を保 ちたいならば良い思いと正 しい動機が必要なご

とを強調 され ま した。良 くない思いを生 む行動 は，

私 たちの幸福をやがて はこわ して しま うのです。

私 たちが娯楽を選択す る場合，それが心に どんな

影響 を もた らすかを考えて慎重 に決めな くてはな ら

ない と言 われて いることは，お そら くそのためだ ろ

うと思 います。完全な幸福を求 めるな らば，現代 的

な娯楽や芸術 にどんな問題点が あるかを公正に考 え

てみ な くて はな りません。た とえば，流 行 してい る

映画 や小説 の標準 の多 くは，福音の言 うところと正

反対 であ り， そのようなものに心が向 いてい ること

が宗教 が身 につか ないでいる大 きな理由ではないか

とい うことです。良 い生活 を望み なが ら，それ に反

す るものをなかなか捨 てきれ ないというジレンマの

状態 にあ る時，その人は昔 のオーガステ ィン１のよう

だ と思 います。彼 は， 「主 よ，私 に貞潔を お恵み下

さい。 しか し，今 はまだ。 それ は，主が その願 いを

聞いて，消 え るよ りは満 た したい と願 った好色 の病

をす ぐになお して下 さることを恐 れたか らで す」（聖

オーガス ティン１の告白 ・珊巻） 内なる平安 はその

人か ら離 れ，それを取 りもどすためには， ２つの う

ちどち らか一方を選ばなければな らないのです。

で はその ような時， どうした らそんなに も楽 しみ

たいものをや める力を見出せ るで しょうか。 その問

題 の １つ の解決法 は， イエ スの もう １つの教 えつま

り悪 い思 いを良 い思 いによって追い出す とい う大切

な真理 の中にあると思 われ ます。た とえば，現 代の

標準 にあ る成人映画 や小説 を見て いる人 はもっとよ

い映画 や小説 も見 るよ うに して，』映画や小説 を見た

い時には両 方を見 られるよ うに して お くのです。 そ

うすれば，私 た ちは心 の中の最良 の もの を 選 び と

り，娯楽や教 えに して もよ り高 い ものを求 めるので

はないで し ょうか。そのよ うに して思 いを高 め，生

活 も高 められて， レク リエー ションの時間が文字通

り再生の時 とな るのだ と思 います。

マル クス ・ア ン トニウス２は何世紀 も以前 に，「あな

た の人生の幸福は あなたの思いの質 によ り決 ま る」

と言 いま した。救い主 は近 代に こう述べてお られま

す。 「絶えず徳を以て汝の想いを飾 るべ し」 （教 義

と聖約１２１：４５） 宗教を本当に 自分の ものにす るた

めの方法 はただ １つ， これに尽 きるのではないで し

ょうか。

アーサー ・Ｒ ・バ セ ッ ト

ユタ大学 インステ ィチ ュー ト教官

１．聖オーガスティン （３５４～４３０）司教，教会博士，神学

者，哲学者，アルジェリア生れ。

２．マルクス ・アン トニウス （ＢＣ １４３～８７） ローマの政

治家，雄弁家。
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約聖書に記された興味深い物語旧

としてダニエルが ネブカデ ネザ

ルの夢 を解 き明か した話が ある。王 は

夢 の中で １つの大 いなる像 を見たが，

その像 は大 きく，非常 に光 り輝 いて恐

ろ しい外観 を していた。 それか ら， 山

か ら落 ちてきた １つ の石が この像を打

ち砕 いて こなごなに して しまった。王

は この ことが非常 に気 にな り，夢の解

き明か しを知 りたい と思 った。

予言者 ダニエル は， この夢 の解 き明

か しで，後 に神が １つ の国を立て るこ

と， また この国はいつ まで も滅び るこ

とがな く， ついには他 の諸 々の国々を

打 ち破 って滅 ぼ し，立 って永遠 に至 る

と語 った （ダニエル ２ ：３１－４４参照）。

聖典 には次 のよ うに彼 の言葉 が記 され

てい る。

「一つの石 が人手 によ らず に山か ら

切 り出 され，その石 が鉄 と，青銅 と，粘

土 と，銀 と，金 とを打 ち砕 いたのを，

あなたが見 られたのは この事 です。大

いなる神が この後に起 るべ きことを，

王 に知 らされたのです。 その夢 はま こ

とで あって， この解 き明か しは確 かで

す」（ダニエル ２ ：４５），

多 くの宗教作家，そ して確 かにすべ

て のキ リス ト教作家 は， この起 こるべ

き国が イエス ・キ リス ．トの王 国であ る

ことを私 たちに正 しく教 えている 。 し

か し， この国が いつ立て られ るのか と

い う大切 な問題が起 こって くる。そ し

て多 くのキ リス ト教徒 は， この夢 がキ

リス トの地上で の使命 と’共 に始ま』った

キ リス ト教 の国につ いて述べてい るの

だ としてい る。彼 らは事実 キ リス ト教

が何世紀 に もわたって 国々を守 り育て

て きたので あって， 国々にとって代わ

るものではなか った ことを 忘 れ て い
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る。 また， イエス ・キ リス ト自 ら背教

が起 こると語 られ た ことを忘れて いる

のであ る。 イエスは末 日につ いて次の

よ うに警告 して お られ る。

「にせ キ リス トた ちや
， にせ預 言者

たちが起 って，大 いなる しる しと奇跡

とを行 い，で きれば，選民を も惑 わそ

うとす るで あろ う。」（マタイ２４：２４）

イエスは使徒 たちの死を予言 されて

お り，現在 の私 たちはこの ことが実際

に起 こった ことを知 って いる。使徒 た

ちが死 ぬ前 に，パ ウ ロは当時の聖徒 た

ちに警告 の言葉 を与 えて いる。

「霊 によ り
， あるいは言葉 によ り，

あ るいはわた したちか ら出た とい う手

紙 によ って，主 の日はすで にきた とふ

れまわ る者 があ って も，す ぐさま心を

動 かされた り， あわてた りして はいけ

神の王
十二使徒評議員会

セ オ ドア ・Ｍ ・バ ー

、

ない。 だれが どんな事を して も， それ

にだまされ てはな らない。まず背教 の

ことが起 り……」 （皿テサ ロニケ ２ ：

２－ ３）

キ リス ト教会の歴 史を正 しく学 べば

全世界 に背教が起 こるとい う聖書 の予

言が文字通 り成就 してい ることが容易

にわか る。 しか も，なお，ダニエルが

ネブカデ ネザルの夢 を解 き明か した時

に語 った予言がやがて成就 され る必要

が あるので ある。そ して 「いつ」 とい

う質問が残 され る。

これ に関 して予言 者イザ ヤの言葉 を

ここに引用 した い。

「終 りの 日に次の ことが起 る
。主 の

家 の山は， もろもろの 山のか しらとし

て堅 く立 ち， もろもろの峰よ りも高 く

そびえ，すべて 国はこれ に流 れ きて，



多 くの民 は来 て言 う， 「さあ，われ わ

れは主 の山に登 り， ヤ コブの神 の家へ

行 こう。彼 はその道 をわれわれに教 え

られ る，われわれはその道 に歩 もう」

と。律 法は シオ ンか ら出，主 の言葉 は

エルサ レムか ら出 るか らであ る幅 （・イ

ザ ヤ ２ ：２－ ３）

この末 日において１イエス ・キ リス

トの王 国はすで に再 び人 の前 に回復 さ

れ たという啓示が与え られてい る。

「神 の王国の鍵 は この世 の人の手 に

委任 され，福音 はここより転 じ行 きて

世 の果 にまで も達せん。 あたか も人手

によ らず 山よ り切 り出 された る石 の転

が り出でて，つ いに全世界に充 ち満 つ

るが如 し。」（教義 と聖約６５：２）

この教会 の初期 において宣教師た ち

は カナダへ出か け， 回復 され たイ エス

・キ リス トの福音 を宣べ伝え た。 そこ

で彼 らは栄光 に満 ちた大 いな る喜びの

お とず れを知 らせ，神が いか に して再

び語 りた もうたかを説明 した。 その福

音 の石 は人手 によって山か ら切 り出 さ

れた ものではな く，御子 を指 して 「こ

はわが愛す る子 な り，彼 に聞 け」 （ジ

ョセ ブ ・ス ミス ２ ：１７） とジ ョセブ ・

ス ミスに示 されたそめ時 に，神御 自身

に よって転 がされた ものであ る。

回復 された真理 と希望 の聖 な るみ言

葉 を， ジ ョセブ ・ス ミス とい う人 間を

通 して人々の前 に回復 されたのが御子

イ エス ・キ リス トで あった。 イエス ・

キ リス トの福音 は 「山」か ら 出 て い

る。 この「山」はイエ ス ・キ リス トの王

国を表 わす もう １つの言 い方であ る。

そ して この回復 されたイエス ・キ リス

トの王 国は，地 上の他の王国が急速 に

取 り除かれつつ あった ある日明 らかに

され た。 い くつかの王国が残 ってはい

るが， それ らは主 と して立憲 君主 国で

ある。唯一つ生 き残 る王国がイエス ・

キ リス トの王国 とな り，地上 のすべて

の王 国に取 って代わ る日がやがて来 る

で あろう。

宣教師た ちが東部 カナ ダの地 で真理

と希望 のみ ことばを伝えた時，私 の曾

祖父サ ムエル ・バ ー トン ・ジ ュニ アは

それを聞いたので ある。 み ことばに親

しみを覚えた彼 は，家族 と共 に福音 が

真 実で あることを受け入 れた。教 会の

会員 とな ってか ら，彼 らは ノーヴーに

いた教会の残 りの人 た ちに加わ るべ く

カナダを立 った。 しか しノーヴーに着

く前 にジ ョセブとハイ ラムが殉教 した

た め，家族 はウイ ンター ・クォーター

スの草原 にいる教会員た ちと合流 す る

ために進路を西へ取 った。愛 す る妻 の

ハンナ ・シプレイ ・バ ー トンは旅 の疲

れ か ら病気 にな り， ミズ ー リ川 の岸辺

の草原 で死 んだ。悲 しみ に打 ちのめさ

れた曾祖父 は，多 くの人 々が主か ら試

されて苦．難と試練 を受 けた時 にす るよ

うに， きっ と不平 の言葉 を もらしたで

あろ う。 もし神 の意 図を完全 に理解 し

た とす れば，私 たちは苦 しみ に もっと

耐 え るであろ うし，苦難 や犠牲 を求 め

られて もそんなに不平 を言 うこともな

くな るであろ う。

しか しジ ョセ ブ ・ス ミスは周 囲の人

々以上 に神の御 計画 を知 っていた。死

の前 に，彼 は聖徒た ちが ロッキー山脈

に導かれ，そ こで大いな る力を もった

民 とな るで あろうと予言 してい る。 し

か し聖徒た ちと数人の指導者 が どこか

よそへ移 ろうとす ることは， た とえ こ

のような予言が あろうとも，当時 とし

て は途方 もない ことであ った。最近私 、

はカナダ西岸 に近 いバ ンクーバー島を

訪れたが，地上 で最 もすば らしい所 で

はな いか と思 った。そ して人 々がなぜ

温暖な気候の この美 しい土地 を愛 す る

か よ く理解で きた。聖徒 た ちが新 しい

落 ち着 き先を求めていた教 会の初期 の

時代 において，彼 らは このバ ンクーバ

ー島 に移住で きるよう英 国政府 に請願

したので ある。 しか しその願 いは拒否

され，多 くの者 はひ ど く落 胆 した。

さ らに後 にな って，ブ リガム ・ヤ ン

グが美 しい肥沃 な カル フォルニアの地

に移住 したい と望 んだ聖徒 たちの願 い

を退 けた時には教会を去 る者 たち もい

た。なぜ彼 らは ロ ッキー山脈 の頂 にあ

る不毛 の荒 野に移住 しなければな らな

か ったのであ ろうか。そ ここそがイザ

ヤの予言が文字 通 り成就 す る場所 であ

ったか らであ る。

主の山 あるいは王 国は諸 々の山のか

しらに立て られ る必要 のあ ることを思

い起 こしていただ きたい。小 さな山々
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の上にあるさらに高められた山の中に

なければならないのである。そこにお

いて聖徒たちは教えと力とを積み，イ

エス ・キリス トの福音すなわち石がそ

こか ら転が り出て全地を満たすのであ

る。幾多の宣教師たちがこの地から出

て行き，神 は生 きたもうて再び天から

語 りたもうているという聖なる教えを

宣べ伝える時に， この予言が成就され

たのであり，今 もなお成就 しつつある

と言える。以上のような２つの神聖な

予言が文字：通 り成就する地が他にある

だろうか。

このイエス ・キリス トの福音は聖書

の中に記されているものであり，エル

サレムの地に端を発 していることがわ

か る。そのため聖書に見 られる主のみ

言葉 もまさにこの地か ら起 こ って い

る。イエス ・キリス トを証する第 ２の

聖なる書モルモン経もまた，エルサレ

ムより始まっている。まさしく主のみ

ことばはエルサ レムより出 され て い

る。一方教義と聖約に記 され，イエス

・キリス トの王国を統治するために生

ける予言者を通 して啓示されている主

の律法は，シオンすなわちこのアメリ

カ大陸から出ているのである。

しか しこの予言にはさらに １つの考

慮すべき点がある。それはヤコブの神

の家である。ヤコブの家とはイスラエ

ルの子供たちのことであるが，それで

はヤコブの神の家とは何であろうか。

ヤコブの神の家とは，果てしなく続 く

山々のか しらに位置する高い山に建て

られる神殿である。そこに世界中の人

々が集まり，そのヤコブの神の家で神

の道が人々に教えられる。今や人々は

これ らの神殿で与えられる権能 と力と

を受け，全地に福音のおとずれをもた
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らすべ く山の本拠地から歩みを進めて

いる。そしてどこかでこの力が貯えら

れて確かなものになると神殿が建て．ら

れ，やがて世界の至る所で目にするよ

うになるであろう。この神殿では，神

の知識と神の道が明らかにされる。神

の子供たちはヤコブの神の家でより良

く生きるための霊的な力を受けるので

ある。

霊的な力を受けるためにヤコブの神

の家に行 くのだということを理解 した

時，私たちは神殿をたびたび訪れ るこ

とがいかに重要かがよくわか る。 もし

神権を持つ会員が定期的に神殿に行 く

機会を拒むとしたら，それは自分たち

を造 りたもうたお方であり，常に覚え

てその道を歩むと誓約を交わしたお方

である神を拒む ことになる。私たちが

神の神殿で交わす誓約は非常に大切な

ものであって，それを汚すことは永遠

の救いを危 くすることである。このた

め神権を持つ教会員はひとりで，ある

いは神権定員会で，また妻と共に，霊

を強め魂を奮い立たせるためにできる

限 り神殿に行かなければならない。定

期的に神殿に入ってこそ，私たちは心

をつ くし，．勢力をつ くし，思いをつく

し，体力をつ くして主のために働 くと

いう約束の重要性を思い起 こすことが

できるのである。 （教義と聖約４ ：２

参照）

私はすべての末 日聖徒が今まで述べ

てきた ２つの偉大な予言を忘れないよ

うに願 いたい。私たちすべてにとっで

非常に意味深いものだからである。で

きる限り多 くの機会に神殿に行けるよ

う，また生ける真の神を礼拝 し仕える

よう，正しい生活をすることによって

早 く自分をふさわしい者 としていただ

も

きたい。あなたがたが神殿において主

と交わした約束と誓約を守ることによ

り，繁栄 と幸福がもた らされるよう願

ってやまない。車は私たちに戒めてお

られる。 「汝 らもし，日の栄の世界に

一つの所を得んことをわれに願わば
，

わが命 じて汝 らに求めるところを行い

てその備えを為さざるべか らず」 （教

義と聖約７８：７）もし日の栄の祝福を

願うのであれば，私たちは日の栄の律

法を守 らなければならない。

まだ教会員ではない方々は，あなた．

自身の心に問うていただきたい。私が

２つの偉大な予言について語ってぎた

事柄は，あなたの心に親 しみのこもっ

た響きをもたらしたことがわかるに違

いな』い。これらの予言は今なお完全に

成就せんとしているのである。あなた

が目を開いて自分の回りに何が起こっ

ているかをよく見さえすれば，あなた

の前に主の御計画は明らかにされる。

考え込んだり，疑問を抱いた りという

時間の浪費はもはややめて，これ らの

原則をもっとよく調べてみれば，私の

言 っていることが真理であ る とわ か

るであろう。さあ私たちと共に唯一の

生ける真の神に仕え （教義と聖約２０：

１９， １テサロニケ１：９参照〉、神がこ

の末日においてあなたのたあに取 って

おかれπ大いなる祝福を受けるにふさ

わしい者となろうではないか。人手に

よらず山か ら切り出された石が転がり

出て全地に満ちたように，あなたも家

族や友人たちにとってシオン山の救い

手 （オバデヤ２１参照）になることがで

きるのである。今や神の王国は神の真

の予言者に導かれて発展 しつつあるこ

とをイエス ・キリス トのみ名により証

するものである。アーメン。



すべ ての人 は

ア ダ ムの祝 福 に

あずか る

大祝福師

エル ドレ ッ ド・Ｇ ・ス ミス

アダムとイ ヴは，エデ ンの園よ り追

い 出された後，福音の原則 と救 いの計

画，す なわ ち天父のみ もとにた ち返 る

ための計画 を教 え られ だ，また ２人 は

この福 音を 自分 たちの子供 に も教 える

ように 言われた，

彼の子供 た ちは， アベルを除いてほ

とん どその教えを聞 こうとは しなか っ

た。 そ して アベル は殺 され，やがてセ

ツが生 まれ た。 セツはアダムの教えを

受 け入 れた．

主 はアダ ムに， この肚の終 りまで も

続 く義 な るすえを持 つであろ うと約束

された， モーセの書 には次のよ うに記

されて いる。 「その 日，父 と御 Ｆの証

を為 した もう聖霊 アダムに下 りて宣 い

けるは， ……汝堕 ち しが故 に晴わ るる

ことを得 ん，噴 われ んと欲す るありと

あ らゆ るすべての人類 もまた然 りと」

（モ ーセ ５ ：９〕

さ らに次の章 には， こう記 されてい

る。「さて始 めよ り在 りしこの神権 は，

この世 の終 りに も在 るものな り。 さて

アダ ム聖霊 に感 じて この予言 を語 りた

れば， 一つの系 図神 の子 たちに就 きて

保 た る……」 （モーセ ６ ：７－ ８）

この系図 はすば ら しき王者 のすえの

記録 となった。すなわ ちその一部 は，

ひ とつ の記録 と して約束が成就 された

のである。 これ は，今 日私た ちが ほん

の一部 ではあ るが目に してお り，聖書

と して知 られてい る。

近 代の啓 示は次のよ うに 言 っ て い

る。 「この神権は アダ ムの時代に制め

られ，左の如 く子孫に相伝 された るも

のな り。すなわ ち， アダ ムよりセツ に

伝 わ る。 セツは六十九歳 に して アダ ム

よ り神権 を受 く， またかれ （アダム）

の死 ぬ る三年前 に祝福 を授 け ら れ た

り。而 して彼 の子孫 は主 の選 びたまえ

る民 とな り， また世 の終 りまで護 らる

べ き神の約束 を父 アダ ムに よりて受 け

た り。」 （教義 と聖約１０７：４１－４２）

この約束 は， セツの子孫 で あるアブ

ラハ ムに も繰 り返 された。 「あなたを

祝福 す る者 をわた しは祝福 し， あなた

をの ろう者 をわた しはのろ う。地 のす

べてのやか らは， あなたによって祝福

され る。」（創 Ｌ比１２：３）

「また地 の もろもろの国民 はあなた

の子孫に よって祝 福を得 るであ ろう。

あなたがわた しの言葉 に従 ったか らで

ある。」 （創世２２：１８）

私 たちには，選ばれた記録 として高

価 なる真珠の中 にアブラハ ムの書 が与

え られ， そこにはアブラハ ムの約束 が

今 日の私 たちとどのように関連 して い

るかが述べ られて いる。主 はアブラハ

ムに向か って 言われた。 「われ汝を大

いな る国民 とな し，汝 を限 り な く恵

み，汝 の名 をすべ ての国民 の中 に大 い

な らしめ，汝 は汝 の末 の子孫 にと り祝

８９



福の基となりて，汝の子孫は万国の民

にこの導きと教 えを施す職 と神権 とを

携えて行かん。われ万国の民を汝の名

によりて祝福せん。この福音を受 くる

者は皆汝の名によりて呼ばれ，汝のす

えに数えられ，立ち上 りて汝をその父

として祝福すればなり。われは汝を祝

する者を祝 し，汝を租 う者を誕わん。

また汝（すなわち汝の神権）により，汝

のすえ（すなわち汝の神権）による，そ

はこの権能は汝によりて継続 し，また：

汝のすえ （すなわち文字通 りのすえ，

汝の体より出でたるすえ）によりて世

界の巻族 ことごとく祝福を得ん，すな

わち福音の祝福にして救いの祝福，す

なわち永遠の生命の祝福を得んと言 う

約束を汝に与うればなり。」（アブラハ

ム２：９－１１）

この祝福は，アブラハムの息子イサ

クに，またイスラエル となったヤコブ

に，さらに十二支族の基 となった１２人

の息子たちに新たにされた。

人が祝福師の祝福を受ける時，その

人はイスラエルの祝福を宣 言 さ れ る

か，またはイスラエルの支族と言われ

て自分の祝福を受けることになる。こ

れは，アダムの時代より始まった覚え

の書に記されている人々の祝福にあず

かる特権である。

しか しこれは，この世のすべての民

が文字通 りアブラハムの子孫になると

いう意味ではなく，アブラハムのすえ

があらゆる国民の中に散 らされ，聖典

に言われている如く，すべての人はア

ブラハムのすえによりて祝福を受け，

そしてアブラハムのすえに数えられ，

立ち上 りて彼をその父として祝福する

のである。 （アブラハム２：１０参照）

もし教会員たちが文字通 りアブラハ

ムの子孫であれば，それなりの祝福を

９０

受 けるで あろう。 しか し文字 通 りアブ

ラハ ムの子孫ではな く，教会に入 って

福音を聞 き入れ るので あれば，イス ラ

エル に属す る者を通 して， あるいは養

子縁組 によってイスラエル と呼ばれ る

ことによ り，神権 の祝福 とさ らには永

遠 の生命 まで も受 けるので ある。

こう して地 のすべての国 民 と 巻 族

は， その忠実 さに よって福音 の祝福 と

永遠 の生命を受け る。 この アダ ムに与

え られた約束を成就 す るためには， そ

れぞれ の時期 にあって常 に神の予言 者

によ る神権 の導 きが新 たにされ る必要

が明臼であ る。 この １つの時期 は神権

時代 と呼 ばれ るもので あ り，す なわ ち

アダ ムか らセツ， エ ノク， ノア， アブ

ラハ ム， モーセ，エ ライヤス， バプ テ

スマのヨハ ネ，イ エス ・キリス ト，使

徒 ペテロ， ヤコブ， ヨハ ネにまで続 い

ている。

それぞれの神権 時代 では神権が あ ら

ためて強調 されてい る。そ して敵 の力

に打 ち勝つ ことによ り，福音 の祝福 を

受 ける特権が人 に与え られてい ること

を繰 り返 し強調 して いるので ある。

最後 の神権時代 は時満 ちた る神権時

代 と呼ばれ る。使徒 パウ ロは， エペソ

人へ宛 てた書簡 の中で この ことについ

て次の ように言 ってい る。 「御 旨の奥

義を， 自らあらか じめ定 め られた計画

に従 って， わた した ちに示 して下 さっ、

たので ある。 それ は，時満 ちた る神権

時代 に及 んで実現 されるご計画 にほか

な らない。 それによ って，神 は天 にあ

るもの：地に あるものを， ことご とく，

キ リス トに あって一つに帰せ しめよ う

とされ たので ある。」 （欽定訳 工ペ ソ

１：９－１０）

予言者 ジ ョセブ ・ス ミスは次の よう

に述 べてい る。馳「時満 ちたる神権時代

は，世の初 めより今に至 るまで，かつ

て与 え られ しすべての神権時代に より

成 り立つ ものな り。」（フランク リン ・

Ｄ ・リチ ャーズ 「概説」 Ｐ．１４３，１８９８

年） すなわ ち福千年 に この地上 を統治

す る・イエス ・キ リス トの来臨 に備 え る

最後 の時であ ると称 してい る。

私 は皆 さんに証 す る。今 やその時 で

あると。イエス ・キ リス トの福音 は，

神権 のあ らゆ る鍵 と共に キリス トの来

臨へ の道を開 けるべ く今 ここに ある。

ジ ョセフ ・ス ミスは， いに しえの予

言者 たちの如 くに啓示 によって召 され

たのであ る。 バプテスマの ヨハ ネはジ

ョセブ とオ リバー ・カウ ドリにア ロン

神権 の鍵 を回復 し，続 いてペテ ロ， ヤ

コブ， ヨハ ネに よってメルケゼデク神

権 の鍵が回復 された。 カー トラン ド神

殿 に現われたエ ライ ジャは，生 きてい

る者 と死ん だ者 との ために結び固 めの

祝福の鍵を回復レている。

そ して ジ ョセ ブ ・ス ミスは，死 ぬ前

にすべての鍵 を十二使徒 定員会 に与 え

た。 これ ら神権の権能 の鍵 は こう して

今 日まで保 たれ てお り， また救 い主な

る主 イエス ・キ リス トが福千年の統治

を始め るまで続 くのであ る。

私 た ちはすべての人 が この福音 に耳

を傾 け，受 け入れ るように勧 め るもの

で ある。世界中の あらゆ る国民 と巻族

に，すべて永遠の生 命の祝福 を受け，

小羊 の覚 えの書 （教義 と聖約８５：９，

黙示２１：２７参照） に載せ られ るよう，

また義 な る者 のす えに もた らされ る祝

福 ，すなわち永遠 の生命 の祝福 にあず

か るよう勧 め るものであ る。

これは神の王国であ ることを， イエ

ス ・キ リス トのみ名によ り証 す る。

アーメ ンｏ





島

Ｌ

タ イ の 思 い 出

９２

バ ンコ ックの新 しい家 に移 った一 日目

の朝 も，荷 ほどきや家 の整理にふ りま

わされて いた。ひ どい暑 さと混 み あう

通 り，子供 とホテル に長 く滞 在 してい

た こと，家捜 しのむずか しいこと，人

手が いることなどで，少々気が いらだ

って いた。 ドアの ノ ックの音が して出

た時 も，ぶ っき らぼうな応対 しかで き

ない状態だ ったので ある。 タイ に住 む

のは， とうて い私 のが まんで きるとこ

ろで はない と思われた。

「はい
。何か ごようですか」 ドアを

あけた私 の目には， ナツメ ッグ と金 の

ような肌 を した少女の顔が飛び込んで

きた。少女 はとたん に手を胸の ところ

に組 み， お じぎを した。せかせか して

いた私 は，彼女 の物静か な声を聞 きと

ろ ことが できなか った。

「サ， ワ， デ」

「河です か」少女が英語を わか って は

くれ ないか と思 い，尋 ねてみた。

彼女 は頭 をあげる と私 の顔を見ず に

「私 は女 中です」 と答 えた
。

私 はわきに寄 って少女 を中 に招 きな

が ら， このよ うに小 さ く若 い少女 は役

に立 たないだろ うと考 えたが，私が用

意 していた断 わ りの口を開 く前 に彼女

は話 し出 した。 「私 はよ く働 きます。

お役 に立 ちます 。」

私 は話 の腰 を折 られて しまった。

「名前 は何 というの
。」

「パチェイニー
。」彼女 は ようや く私

の顔 をみ あげて答 えた。私 はす ぐに彼

女 の顔 の無邪気な様子 に心をひかれ，

彼女が何 もお くす ることな く自信に あ

ふれて いるの に驚 いた。

「あなた は何歳ですか
。」

も

「２３歳」彼女 はそ う答 えて
， 「住 み込

みで働 きます。週 ７バ ー トいただ きま

す 。」 と言 った。

それで決 まって しまった。私 は簡 単．

に負 けて しまったので ある。

私 は彼女を，家主が メイ ド向 きの部

屋 といって紹介 して くれた小 さな部 屋

に案内 した。パチ ェイ ニーは，固いべ’

ッ ドと小 さな机 とカーテンもないた っ

た ！つ の窓が あるその部屋を快 く承 知

して くれた。身 のまわ りの品が入 った

小 さなケ ースをベ ッ ドの上に置 き，中

か らエプ ロンの ようなカバーを取 り出

す と， パチ ェ・イニーはさっそ く仕事を

言 いつ けて くれ というように私 の前 に

立 った。彼女 は，私 の家で働 いてい る

間中， もっ とよいお手伝 いを捜そ うと

思 わせ るよ うな ことは何 ひとつない最：

上 の働 き者 だった。

ロスのタイで の仕事が始ま って数 カ

月 が過 ぎる頃，私 は子供の世話や，所

属 の小 さな支部一 ほとん どは軍 人だ っ

た一や アメ リカン ・スクールの仕事で

忙 しい毎 日だった。パチ ェイ ニーにつ

いて知 って いる ことといえば，家族 が

コ ラ トの近 くの片田舎 に住んでお り，

自分 は英語 を学校で習 い，仏教の信者

で ある とい うこと位だ った。私 は彼女

の部屋 の装飾を手伝 った り，髪を編ん

で あげ た りしたが，なぜか彼女 の宗教

につ いては考え なか った。事実，ま っ

た く意 に介 して いなか ったので ある。

今老 えてみ ると，その時宗教の意義

を理解 して いなか った ことが不思議 に

思 えるのだが，パチ ェイ ニーが英語 の

練習 にと言 って子供た ちに本を読 んで

や って いる時，話 はいつ も聖典 の物語



に及ぶ のだ った。彼女 はいつ も家庭の

タベ に出席 し，家族 の祈 りに加わ って

いたに もかかわ らず，私た ちがお祈 り

や責任 を頼む と， いつ も静か にほ ほえ

み なが ら 「いいえ，聞 いてい るだ けで

す」 と答 えていた。

あ る晩，航空兵 のジェ リー ・カーカ

ムとい う青年が夕食 に招かれてや って

きた。 ジェリーが伝道 に出た ことが あ

るとい う話 が出， 「カーカム長老」 と

か らかい始 めた。

パチ ェイニーは子供 たちの おどけた

仕草 を楽 しそ うに， また珍 しそうに見

ていたが， やがてジ ェリーに遠慮が ち

に話 しかけ， 「どうして子供 さん たち

が あなたを長老 と呼ぶ のですか。 あな

たは若 いのに」 と聞いた。

私 た ちはみんな笑 い出 し て し ま っ

た。 ジェ リーはパチ ェイニーに，長老

というのはキ リス トの教 会員 で， イエ

ス さまか らそのみ名によ って導 きや祝

福やいや しをす る権威 を与 え られ た人

の ことだ と説 明 した。パチ ェイニーは

そ の説 明を熱 心に聞いていたが，彼 の

話 が終 るとロスの方を振 り向 き， 「御

主 人 も長老ですか」 と言 った。

ロス はうなず き， もっと何 か彼女 に

話 そうと したが，彼女 はほほえんだだ

けで， あい さつを し，部屋 をひきさが

ρた。その短 い会話 が彼女 に どんな印

象を与えたかは，だれ も知 るよ しはな

か った。

パチ ェイ ニーは年長の リッチーやク

リスを， タイのゲー ムや歌や習慣 を教

えた りして可 愛が ったが，末 の青 い 目

を したかわ い らしい スーに対 す る愛情

は，熱愛 といって も過言 ではないほ ど

だ った。彼女が スーにかがみ込 んで接

している姿 は目に した ことがな く，い

つ もあの子 のかたわ らにひざまずいて

リボンんを結んでや った り，洋服 のボ

タンをか けた り，手を洗 ってや った り

していたので ある。ス ーもパチ ェイニ

ーが大好 きだ
った。ペ ッ トの ように家

や庭中 をパ チェイニーの あとについて

まわっていた。ペチ ェイ ニーが帰省 す

るたび に， ２歳 のスーは しつ こ くパチ

ェィニーの行方を尋ね るのだ った。

私 たちが タイに住んで １年 ほどた っ

た頃， スーは病気 になった。 は じめは

大 した ことはないだ ろうと思 い，熱 も

１日か ２日でひ くだ ろうと思 って いた

が， ４日たって も薬 は効果 な く熱 もひ

かないため，心配 になってきた。 ロス

は暇をみつけてはスーの具合 を見 に帰

り，パチ ェィニーは何百 回 とな くスー

の部屋 へ通 った。 ６日目に医師が再度

来 て くれ，様子を見て治療 を施 したが，

熱 が翌 朝までひかなけれ ば入院 という

ことにな った。

パチ ェイニーはその夜 いつ ものよう

に私 たちの食事 を用意 して くれ たが，

自分は手をつけなかった。私 は彼女 も

病 気にな っては と思 い，早 めにテーブ

ルを離 れ，彼女 の部屋へ行 こう とした

が，スーの部屋 の前 を通 りかか ると聞

きなれたやさ しいパチェイニーの声が

した。 しか しスー と話す 時のいつ もの

声 の調 子 と違 う緊迫 した様子 なので，

立 ち止 ま って カーテ ンの向 こうを見 る

と，小さい黒髪 のパチェ・ｆニーが スー

のベ ッドのわ きにひざまず いて，祈 っ

てい る姿が見えた。

「私 は これまで仏教徒で した
。で も，

今 はイエスさまの ことを知 っ て い ま

す。イエスさまは本 の中で， 「たずね

よ』 と言 っていますか ら，私 はお願 い

を します。 このス ーをなお し て 下 さ

い。 スーはまだ小 さいんです。病気 に

な るなんてかわいそ うで す。 あなた と

・イエ スさまは スーをよ くして下 さいま

す。私は， これか ら仏教徒 を や め ま

す。私はイエ ス ・キ リス トを知 ってい

ます」

パ チェイ ニーはその あと，振 り返 っ

て私 を見， 自分が私の信 じてい る神に

祈 っていた所を見 られた ことにだいぶ

困惑 した様子だ った。

彼女 は私 に， それ まで にな く怒 った

調子 で言 った。 「どう して本 に書いて

あ るよ うに， カーカム長老 を呼ばな い

んですか。」

私 の背 はパチェイニーのやさ しい顔

の輪郭 をなそ り続 けて いた。神 の子供

た ちの うちに これ ほどすば らしい子供

はいないに違 いない と思 いなが ら…。

竹 を足 に した床高 の建物 にただ よう

古代 の香，市場 の花売 り，田植 えの緑，

ひそやかな石 の仏 に向か いひざまず く

人 々，パチ ェイニーの同胞 で あ る 人

々， かの人 々 も神 の息子，娘で あ り，

喜 びの訪 れを待 ち望む人 々で あると思

いなが ら……Ｑ

グ ドッウィン姉妹 ウインター，コー

タース ・ステーキ部カウンシル ・ブラフ

スワー ド部所属の姉妹は退役空軍将校の

夫君を持つ ８人の子の母親である。結婚

前は幼稚園で教えた経験を持ち，現在は

扶助協会霊的生活の教師である。

．９３
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カ リモア長老 を迎 えて

日本伝道部大会開か る

１２月 ８日，夜おそ く再び来 日 して下 さ った カリモア長 老を

羽田 にお迎え しま した。翌 日か ら西に東 に とお忙 が しいスケ

ジュール の中か ら，私達の長い間待 ち望 んでいた 日本伝道部

の大会が開かれ，それを管理 して下 さいま した。

協会 の大会が開かれ ま した。そ の時すで に， リクレー ション

・ホールは神権者 たちが あふれ，多 くの人が椅子 も得 られな

いまま，指導者 たちの言葉 に耳 をかたむけ，また礼拝堂 も次

々 と集 う姉妹 たちで いっぱ いで した。

１２月１１日 土曜 日，東 京ス テーキ部 第三 ワー ド部 の リク レ

ーシ ョン， ホール いっぱいに集 まった会員達。各支部 ，伝道

地 の コー ラスの発表， フォーク ・ダンス。「こんな に広い場所

に， あれ程沢 山の人 々が， あん なに秩序正 しくフォーク ・ダ

ンスを楽 しんだのはは じ．めてだ。」 とは 指導 して下 さった浜

田北地方部長 さんの感激 の言葉 で した。 たった ４つ の支部か

らは じま った 日本伝道部 が， わずか １年半程 の短か い間 に十

幾 つ もの支部 や伝道地 が美 し

い コー ラスを競 いあえ るまで

も成長 した こと， リク レー シ

ョン ・ホール に入 りきれない

程 の若者た ちが集 まったＭ Ｉ

Ａ は最初か ら私達 の胸を熱 く

燃 や しま した。

翌 １２月 １２日は第三 ワー ド部

の皆様 の御好意 によ り，早朝

８時３０分 よ り，神権会 と扶助

９４

田中ステーキ部長 さんの御挨拶の冒頭 に 「椅子 の数 だけ人

が集 ま る」 とおっ しゃった言葉 どお り，一般 大会が始ま ると

もうステー ジまでぎっ しり。 とうとう宜教師た ちは立た され

る憂 き目にあいま した。で も，長 い間大会を待 ちこがれてい

た聖徒 たちの瞳 は， カリモア長老， アポ伝道部長御夫妻，そ

して指 導者たちの話 しにキラキラ と輝 いて いま した。ユ ーモ

アに富んだ話手 たちの話 に時 には笑 いを誘われなが らも私達

の真剣 に取 り くんでい る問題

に 　ヂゴま 　

，籍
阿 ｒ「

舞１鮮 １

で あるモル モンの コー ト ・シ

ップ，結婚，家庭の テーマに

つ いて話 され ることに，一生

けん命耳をかたむ ける人々の

顔 は真剣 その もので した。満

た された面持 の兄 弟 姉 妹 た

ち，来春 の大会での再 会を約

しなが らも， 「今 度は， この

建物 に全部入 れ るかなあ」 と

心配 そうで した。



日 本 西 部 伝 道 部

第 １回 モ ル モ ンオ リン ピック

コ ン フ ァレ ンス の 思 い 出

初冬 の風が肌 を刺す１１月２３日（勤勇感謝 の日）

広 島の地 において第 １回 モル モンオ リン ピック

コンフ ァレンスが開 かれ ま した。

古代 ギ リシャオ リンピックのテー マ で あ る

真 ，善，美 を求 めて，老 い も若 き も教会 に近 い

中学校の体 育館 に集 ま りま層した。

この 日のため に，何 か月 も前 か ら計画 したの

ですが，初 めての試みなので多 くの問題点 や障

．害 があ りま した。 レか しなが ら，開会の高 らか

なフ ァンフ ァー レを聞 いた時 には本 当に今 まで

の苦労 や疲れ などいっぺん に吹 き飛んで しまっ

たよ うな心地で した。

赤組 白組 に分れ，準備体操 を終えい よい よ競 技開始 です。

全員参加の風船 割 りか ら ３人 ４脚障害 ，ボ ール運 び，勝 ちぬ

きジ ャンケン等，楽 しく行な い，普段の運 動不足を改 めて感

じさせ られ ま した。

午前 の部，最後 のプ ログラムで あるフォークダンスを踊 る

頃には，皆 のおなか も程 よ くす き，扶助協会 の姉妹た ちの手

で用意 された 「おでん」 のにおいが鼻 を くす ぐり始 め ま し

た。おでん，ぜんざい， おむすびの献立 にダ ンスが終 ったと

たん，今 までの競技の疲 れ もどこへや ら，皆全速 力 で 売 店

へ………やがて，

がんばって／ （パン食い競争）

満足そ うな笑 顔で

楽 しそ うに語 り合

う兄弟姉妹た ちの

姿 が見 ら れ ま し

た。

午後 か らのプ ロ

グ ラムは人生 リレ

ー，むかで競争 ，

あめ くい，パ ン く

い，騎馬戦，借 り

物競争 と大がか りなものばか りで した。

明 日の疲れを気 に しなが ら走 る年 とった ？兄弟姉妹 たち，

またかぶ とをかぶ って気勢を あげた騎馬戦 ， どれ も楽 しいプ

ログ ラムで したが，中で もあめ くい競争の時，お りか らの強

い風 も手伝 って兄弟 たちの顔 はパ ックな らぬ メ リケ ン粉で真

っ白け，姉妹 た ちは小 じわを気 に しなが ら大笑 い して楽 しみ

ま した。

い よい よ最後 の プログ ラム，借 り物競争で， それ まで断然

赤組を押えていた白組 は赤組 のみご とな逆点 に無念の涙をの

んだので した。

こうして全 プ ログ ラムを無事 に終 え，讃美歌 と祈 りによっ

て閉会 しま した。小人数 ではあ りま したが， この第 １回オ リ

ン ピックコンファレンスは和気 あいあいの うちに本 当に楽 し

く過 ごす ことがで きま した。また，互 いに神様 の子供 と して

スポーツを通 じて １つのプ ログ ラムを遂行 す る時に，私 たち

は心か らの喜びを得，兄弟姉妹の愛を深 め ることができ ると

い う証 を持 つ ことがで きま した。

来年，再来年 と経験を積んで行 くことに より， このオ リン

ピ ックコンファレンスが大 き くなることを望 みつつ，快 い疲

れの中 に帰途につ きま した。

９５



日一本 中 央 伝 道 部
、

罷灘 、

京都支部正面にて

オルソン監督，角山副監督と建築宣教師達

灘

購

・ 畿寒馨

聾羅

京都支部 一

雨 もりが し，床が抜け落ちそうであった古家の京都支部の

建築が始まって ９ヵ月，前にあった黒い板塀が取除かれて，

立派なモル１モン教会堂が，道行 く人々の注 目を集めておりま

す。

２月一杯には，完成の予定で，現在 ６名の建築宣教師が，

オルソン監督，角山副監督の指示のもとに，仕事に励んでお

ります。京都支部の会員 も日夜，建築の手伝い，宣教師の世

話また，献金などと一生懸命働いております。建築の当初か

進展す る

ミ建 築 ｉプ
ロ グ ラ ム ，

ら，伝道部長の提案によって行われている各支部の会員達に

よる暖い物資の援助に心か ら感謝 しております。

名古屋支部

中部地方部 の中心で ある名古屋支部の±地 に，いよいよ待

望 の建築 が始 まろ うと して います。 くわ入れ式は １月２２日に

行 われて， いよいよ，建設会社 の手 によって約 ７ヵ月間で完

成す る予定で，工費 は約 ４，０００万円。中村支部長を中心 に名

古屋支部 の会員達 は，建築資金を準備す る為に，バザーや会 「

員達 の寄附 などに熱心 に働 いて お り，本年 １月か ら１１月末迄

に， バザーで の４２万円 を始 め，約 ２００万円の資金 を獲得 しま

して，今後 もその活動を，一層強化 して，一 日も早 く，新 し

い建物で，集会 の出来 る日を と，すべての会員が，一致 協力

して働 き，支部全体の信仰 と証詞 が急速 に高 まっ て お り ま

す。

西宮支部

西宮支部の建築の準備も進め られておりま して，京都支部

の建築が ２月に終 りますと，引続いて，西宮支部の建築が彼

等の手によって行われる予定です。

ニ ュ ー ス ズ ポ ッ ト

。福井市 に伝道所が誕生

１９７１年１１月１０日に石川 県福井市 に，伝道所が開設 され，１２

月末迄 に ４名の兄弟が誕生 し，順調 に， スター トを切 りま し

た。

。富山市に伝道所 が誕生

福井市に引つづいて， １２月 １０日に，富 山県富 山市 にも伝道

所が開設 されま した。 ，

９６

１０年前には，金沢 支部 で ２名の宣教師が働 いて いま したが

今 では この北陸 の地 に，合計２２名 の宣教師が働 いてお り，神

の奇 しき御 業が， こごで も行 われ てお ります。

住 所 ：福井市足羽 ！丁 目１４－２３

富 山市丸 の内 ２－ ３－ ９，丸の内 ビル ２階

．． １、 （鈴木記）



直径約｛０万光年 （ユ光年とは光の速さで一年かかって届 く距難）

といわれるわれわれの銀河系の外側に拡がっているものは，はてし

もなく，そして底知れない大宇宙の空間である。銀河系の星々の間

から，望遠鏡でその奥深い神秘の宇宙をのぞいてみると，そこには

星 とは違 って輪廓のぼやけたさまざまな形の天体が，数限りなくか

すかな光を放っている。

この天体の一つが，わわれ所属する銀河系小宇宙と同じ規模ない

しはそれ以一ヒの別の小字宙である。

（恒生礼 「新天文学講座一…より）

＊ ＊ ＊

広漠 た る大宇宙 のすみず みまで支配 され る全智全能の父な

る神は， この私 た ちの住 む地球 に新 しく手 をおかれ，私た ち

が また御元に立帰 るよ う見守 って お られます。私た ちは前世

にあって， 自らの父であ る神 のよ うにな りたい と強 く望み，

父 の提示 された計画 にそ って， この地上 にて試練 を受 けるこ

とを約束 しこの世に生を受けま した。

＊ ＊ ＊

ロ本は，東と南は太平洋に面 し，西 と北はオホー ック海，日本海

東 シナ海をいだき，それらを隔ててアジア大陸の諸国と相対 してい

る。日本の国上の面積を外国のそれと比べると，ソ連の６０分のユ，

ｒｉ咽 の２６分の１，米国の２５分の １に過ぎない。 しかし人口は１９６７年

〔１昭和４２年）に一億を越え，世界第七位である。

（小学館 「大口本百科事典」より）

＊ ＊ ＊

私た ちは，前世 に於 いて， 自身 の自由意志 と，神への忠実

さに応 じ，それぞれそのふさわ しき時 とふ さわ しき地を与え

られま した。

今， この 日本 の地 に住 え うすべ ての人 々は この地 にいる理

由が あ ります。 この未 日に生 を受 けた理 由 もあ ります。

特 に末 日聖徒 とな った私 た ちは，前世 にあって，忠実 な霊

として特別 に召 され， この地上 に送 られて きま した。北 は北

海道か ら南 は沖縄 まで，今い る場所に意味 があ り，理 由があ

ります。

＊ ＊ ＊
一さて見よ

１一つの驚嘆すべき業，．まさに人の子 らの中に現われ

．んとす，この故に，汝 ら神の役務に出で立たんとある者は，終 りの

日ａ臨みて神の前に答なくして立たんため，すべからく心をつ くし

勢力をつ くし，思をつ くし，体力をつ くして神の役務をなせ。 され

．ぱ汝 らもし神に仕えんと望むならば，汝ら神の業に召さるるなり。

そは見よ畑は早白くして刈り入れを待つが故なり。また見よ，勢力

をつ くして鎌を入れる者は，亡びず してその身も霊も救いを得 るた

めに庫に積み入るるな り。神の栄光を，まこころもて仰ぎみて，信

仰，希望，慈悲，仁愛の徳を有つ者は，神の業に仕うる資格あり。

信仰，徳行，知識，節制，忍耐，兄弟の親切，敬震，慈悲，鎌遜，

勤勉などの諸徳を忘るることなかれ。求めよ，さらば与えられ，叩

けよ，さらば開かるることを得ん。アーメン．」（ＤＣ４）

＊ ＊ ＊

それぞれの地域 にて，神の業に従事 す るには， その地域 に

会 った きめ細かなプ ログ ラムが必要 です。 それ故，神 は地 を

い くつ にも分 けられ，ス テーキ部 とな し，伝道部 とな し， ま

た それ らを， ワー ド部 に， あるいは支部に分けて指導者 を立

て ま した。私た ちはその所属す る地域 の中で与 え られた責任

を一生県命 にはたすのです。 しか し，時 々は私 た ちはそれ ら

分れ た地 にいる者が一．洞 に会 し，神様 の統 一 された心を確 認

する必要 があ りまず ，そのため，数 々の大会が時に応 じて開

かれます。

さて， 日本 の末 日聖徒 の若者 に課せ られた使命は，今 日は

もち ろんです が， それ よ りも明 日，すなわ ち，将 来の 日本 と

い う大 きな問題が あ ります。末 日聖徒の将来 は現在の青 少年

の手 の中にあ り，現在 の若人 の成果 は明 口へ とつなが ってい

くのです。そのよ うな時，一一年一度，全 国の若入が・一同 に会

し，その成果 を発 表 し合い，祥様 の御業 が一つで ある ことを

証 し会い，大 きな見地 か ら口本 を見， 自分鞄見つ める ことが

出来 るように大会を開 くことは大 きな意義 を もちます。

全 日本 Ｍ ｌＡ大 会は， このよ うな ビジ ョンの もとに計画 さ

れ実行 され ようと しています。

真夏の太陽 の下 で全国の末 日聖徒 の若者 の心が一つ に とけ

合 い， ど こにあって も神の御業は一 つであ り，行 くべ き道 は

一つ であると感 じた時 こそ， こぞ って証 す るで しょう。

「離 れて も日輪一つ，神一つ」 と。

．．調圃
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